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 注意 

安全のため、ご使用前

に必ずこの取扱説明書

をお読みください。                                              

また、いつでもご覧い

ただけるよう、大切に

保管してください。 

防音型ディーゼル 
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本機の運用について

本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。

このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて

下記のような監視が必要になりました。

1．監視方式

　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機に貼り付けられてい

　る（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式での監視が必

　要になります。

〈常時監視方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方

　式。

〈随時巡回方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態

　を監視する方式。

（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い

①「新適合マーク」が貼り付けられている場合

　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。

　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう

　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。

　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）

②「新適合マーク」が貼り付けられていない場合

　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。
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新適合マーク

（2）本機を工事現場等に施設する条件

　本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。

①一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。

②工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ

　　さい。

2．保護機能の追加について

　上記マークが貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。

　（1）エンジン過回転防止機能

　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。



はじめに

　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただ
き、まことにありがとうございます。

○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも
　のです。
　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に
　は必ずこの取扱説明書をお読みください。

○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従
　つた取り扱い、届け出を行ってください。
　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所
　　にご相談ください。

○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ
　る人が行ってください。

○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

○取扱説明書は、いつでもご恥いただけるように大切に保管してください。

■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。

0危険：取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う朧性がある馳

△注意：取り扱いを誤ると、中醸の轄や軽傷を負う朧性がある場

　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。

〈注意〉：その他の注意事項。

。r▲臆』に記載した事項でも、状況によっては重大な事故に結びつく可

　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく

　ださい。

1　安全上の注意

0危険：排気ガス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの
　　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

o危険：驕

　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。
　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ
　　　　　　さい。
　　　　○コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ
　　　　　　か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断
　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。
　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接
　　　　　　地端子と御好接地端子は必ず接地してください。
　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期
　　　　　　的に測定してください。
　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー
　　　　　　カーを『OFF』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを拐い
　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ
　　　　　　さい。
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　　　　○点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜
　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく
　　　　　　ださい。
蝿ゆ危険：けが

　　　　○運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな
　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

血臆：排気ガス中毒

　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

血臆目や皮膚の囎

　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な
　　　　　　どに付着させないでください。
　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは
　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。

血臆曝発
　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで
　　　　　　ください。
　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた
　　　　　　り火気を近づけないでください。

血臆：火災

　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき
　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。
　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、
　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。
　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃
　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ
　　　　　　さい。
　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して
　　　　　　ください。
　　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。
　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。

血臆やけど
　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。
　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。
　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますの
　　　　　　で、触れないでください。
　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、
　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ
　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。

血臆けが
　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。
　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが
　　　　　　あります。
　　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。
　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ
　　　　　　ーカーを『OFF』にしてください。
　　　　○運転中に本機を移動させないでください。
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○点検・整備を行うどきは、必ずエンジンを停止してください。
○改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。

團警告・表示ラベル貼付位置
　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ
　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文
　　してください。

　　　　　　　　　　　（品番19402－00262）　　①取扱要領
　　②安全上の注意事項（品番19402－00125）
③排気ガス中毒
④感電
⑤けが
⑥けが
⑦やけど
⑧やけど
⑨火災
⑩吊り上げ箇所
⑪段積用枕木位置
⑫外学接地端子
⑬タンク吊り上げ
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項　　目 単位 DG450UMI－Q

発電方式 一 回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式

kVA 37 45
三相4線式

kW 29．6 36
定格容量 kVA 22 27

単相3線式※1
kW 22 27

発
　
電
　
機

三相4線式 V 200／［400］※2 220／［440］※2

定格電圧 単相3線式※1 V 200／100 220／110

定格電流
三相4線式 A 107／［53．5］※2 118／［59．0］※2
単相3線式※1 A 110 123

定格周波数 Hz 50 60

定格回転速度 mln『1 1500 1800

回路方式 一 三相4線式、単相3線式※1

力　　　　率 ％ 三相80、単相100

絶縁：階級 一 発電機：F種　励磁機：B種

励磁方式 一
自励式（ブラシレス）

極　　　　数 一 4極

名　　　　称 一 卜形水冷4サイクルディーゼル機関

型　　　　　式 一 いすゴBB－4JGIT
シリンダ数一内径×行程 mm 4－95．4×107

連続定格出力 kW｛PS｝ 35．4｛48．1｝ 42．6｛57．9｝

回転速度 min－1 1500 1800

総行程容積 L 3，059

燃焼方式 一 直接噴射式（過給機付）

冷却方式 一 ラジエーター水冷式

潤滑方式 一
トロコイドポンプによる強制潤滑式

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

始動方式 一 セルスターター方式

使用燃料 一 軽油

使用潤滑油 一 CD級以上
燃料タンク容量 L 350

潤滑油総量 L 10．2（フィルター0．6Lを含む）

冷却水総量 L 10．9（サブタンク1Lを含む）

セルモーター容量： V－kW 12－2．2
オルタネーター容量 V－A 12－50

バッテリー 一 95D31R
長　　　　　さ mm 1’770

幅 mm 920外
形
寸
法

高　　　　　さ mm 1780

乾燥質量 kg 1265

整備質量 kg 1585
※1：オプション（三相・単相切替機能）

※2：オプション（200／400V切替機能）
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2－2．周囲条件

　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない

　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。

國周囲温度

圏相対湿度

團標高

一一 P50C～400C
80％以下

300m以下

○水中ポンプなどの土木機械の電源等

○照明機器の電源等

○電動工具や家電機器の電源等

4各部の名称

4－1。外観および各部の名称
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4－2．操作パネルの各部の名称
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① 三相ブレーカー ⑬ 燃料計

② 単相ブレーカー ⑭ 積算時間計

③ 電圧計 ⑮ 非常停止ボタン

④ 電流計 ⑯ 予熱表示灯

⑤ 周波数計 ⑰ スタータースイッチ

⑥ 漏電警報器 ⑱ スロットルレバー

⑦ パネルライト兼用発電表示灯 ⑲ 周波数調整スクリュ

⑧ 電圧調整器 ⑳ 周波数切替スイッチ

⑨ 電流計切替スイッチ ② 三相表示灯（※オプション）

⑩ モニター表示灯 ⑳ 単相表示灯（※オプション）

⑪ 水温計 ⑳ オイルガード表示灯

⑫ 油圧計
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5－1．モニター表示灯

本機は、『冷却水温』『エンジン油圧』『バッテリー充電』のモニターラ

ンプを装備しています。

本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置

にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』のランプが点灯し、エンジ

ンを始動するとすべてのランプが消灯します。

運転中、『冷却水温』『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モ

ニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にも

どしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止す

るときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてくださ
い。

（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）

O危険けが

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

血注意：やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

冷却水温
W《正R難境P

〈注意〉

運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温

モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合は

サブタンクに冷却水を補給してください。

（『8－2．冷却水の点検』参照）

規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷

却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行

ってください。

○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター

　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。

7



（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）

O危険：けカミ

　　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト

　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

《注意：やけど

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停

　　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル

　　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹

　　　　　き出します。

エンジン油圧
OEL　PRESS

運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c㎡｝以下

に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停

止します。

そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを

上限レベルまで給油してください。

〈注意〉

　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。

　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。

　　　『8－1．エンジンオイルの点検』参照

（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）

　　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニターラン

　　　　　　プが点灯します。

　　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊

　　　　　　社営業所にご連絡ください。
　バッテリ充電

　C賢A飴E

　〈注意〉

　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不

　　　　足を検知することはできません。　（『8－6．バッテリーの点検』参

　　　　照）
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5－2．計器類

エンジン用計器

（1）積算時間計

　縛◎轄麹醐繭
運転時間を示します。

定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジ

ンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが

『運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますの

で注意してください。

（2）水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね75～100℃を

示しているのが正常です。

〈注意〉

　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング

　　状態（1000miガ■）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく

　　ださい。

（3）油圧計

エンジン潤滑系統の油圧を示します。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね0．98～4．9

x100kPa｛1～5kgf／c㎡｝を示しているのが正常です。

ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になるこ

とがあります。

正常圧力になるまで暖機運転をしてください。

（4）燃料計

燃料タンク内の燃料の量を示します。

燃料満タン時は『F』を示します。

『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。

すみやかに、燃料を補給してください。
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発電機用計器

（1）電圧計

戴％
O　　　O一

発電機の出力電圧（R－T間電圧）を示します。

運転中は50Hzのとき200V［400V］、60Hzの
とき220V［440V］を指示しているか確認してくださ
い。

※［］オプション（200／400V切替機能）400V
　　設定時

（2）電流計

蟷％
（）　　　○　　　○

発電機の出力電流（相電流）を示します。

　〈注意〉
　　○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場
　　　　合には、電流計切替スイッチをR・T相に切り替え
　　　　てください。S相では正確な電流が計測できません。

（3）周波数計

♂い●’書’．’3・㌔

_臣
○　　　　○　　○

電源の周波数を示します。

運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認し
てください。

（1）予熱表示灯

スタータースイッチを『運転・予熱』の位置にすると予熱表
示灯が点灯します。予熱が完了すると消灯し、始動可能にな
ったことを示します。
　〈注意〉
　　○予熱の時間は、冷却水温の状態で変わり、約1～5
　　　　秒で完了します。

（2）パネルライト兼用発電表示灯

エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。

（3）オイルガード液量表示灯

　　　　　　オイルガードに溜まった液量が、オイルガード満容量の

　　　　　　　1／4（約70L）になると、ランプが点灯します。

　　　　　　　（『5－3、オイルガード』参照）
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（1）スタータースイッチ

①停止

　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。

　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。

　　　　　　②運転・予熱

　　　　　　　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ

　　　　　　　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。

〈注意〉

　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ

　　　リーがあがります。

③始動

　エンジンを始動させる位置です。『キー』から手を離すと

　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。

（2）非常停止ボタン

エンジンを緊急停止させたいときに使用します。

エンジンが停止するまで押し続けてください。

〈注意〉

　○ボタンを押したままにしてください。

　　3～5秒程度でエンジンが停止します。

　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチを『停止』の

　　位置に戻してください。

（3）ブレーカー

＼

¢
鳶
O
」

負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端

子に電圧が掛かります。

負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷

側への送電を停止させます。

〈注意〉

　○負荷の運転・停止を、 このブレーカーの操作で行わないでください。
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（4）サーマルリレー

　　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。

　　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OFF』の中間位
　　置になります。

　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。

邑エンジンを停止し就

　　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。

母　　　　以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。
〈注意〉

　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。

サーマルリレー

（操作パネル内部）
操作パネル

＼
＼

㊨｛⊃ざ 留　　＼ 轟

◎◎ □・
○◎ 　　弩瘟ｺ
○○ El；： 廻

㊤　　　　　　　　　　　　　　㊧ ㊤

◎　σ『） ／
～

単相ブレーカー 三相ブレーカー

サーマルリレー

リセットボタン

（5）漏電警報器

PO資E薩しε《KED

盾叙
ｮsマ　駐ESEτ

宦

負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断さ

せます。

（『7－3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）

（6）電流計切替スイッチ

◎

スイッチを切り替えることにより、切り替えた相

（R・S・T）の電流が電流計に表示されます。

〈注意〉

○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場合には、R・T
　　相に切り替えてください。S相では正確な電流が計測できません。
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（7）周波数切替スイッチ

操讐ル
周波数切替

T0日zH
6
0
目
z

●　　　　　　　　　　　　　■

o＝｝・〔コ・

@◎◎
@○◎
B　○○　　．◎　（）萄

N　　（）
@　　國困コ　回

ｭ　圏

＼
、スクリュ（2本）

スイッチは操作パネル内部に

あります。

スクリュ2本を緩めて操作パ

ネルを開き、内部の周波数切

替スイッチが使用する周波数

に正しくセットされているか

確認してください。

〈注意〉

　○　周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを使用する周波数側に切

　　　り替えてください。

電圧調整器、調速装置

（1）電圧調整器

発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計

方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低

方向）と下がります。

（2）調速装置

①スロットルレバー

　エンジンの回転速度を調整するレバー

　です。

　エンジンの始動、暖機・冷機運転時は

　『アイドリング』の位置にし、定格運

　転時（50Hzまたは60Hz）は
　『運転』の位置にしてください。

②周波数調整スクリュ

　スロットルレバーを『運転』の位置

　にし、周波数調整スクリュの固定

　ナットを緩め『高速』側にまわすと周

　波数が高くなり、『低速』側にまわす

　と低くなります。

〈注意〉

　○出荷時は50Hzに調整しています。
　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。

　○無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま

　　たは60Hzになります。
　○周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチを使用する周波

　　二二に切り替えてください。
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無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 52．5Hz（1575min㎜■）

60Hz　運転 63．OHz　（1890min一■）

5－3。オイルガード

　　　　万が一オイルや燃料などが漏れた場合に、これら液体が機外に漏れ出

　　　ないようにするため、本機のベース部分はオイルガード構造（液体が漏

　　　れない構造）になっています。また、このオイルガードの部分には、大

　　　型燃料タンクが内蔵されています。

　　　　従って、雨天時に機内に侵入した雨水もこのオイルガードに溜まりま

　　　すので、オイルガード内面や燃料タンク外面が錆びないよう、定期的に

　　　内部の液体を排出するようにしてください。尚、雨が降ったときは、そ

　　　の都度、排出させてください。

　　　　また、排出忘れなどにより、液体が溢れ出るのを防止するため、操作

　　　パネルに表示灯を装備しています。なお、この表示灯は燃料タンクの腐

　　　食を防止する上で、オイルガード満容量の1／4（約70L）のレベルで

　　　点灯するようになっています。

〈注意〉

　○内部で漏れる可能性がある液体類は、オイル、燃料、冷却水、バッ

　　　テリー液ですが、侵入した雨水と内部で漏れた液体を判別する機能

　　　はありません。排出した液体は、水質汚濁防止法、土壌汚染防止法、

　　　大気汚染防止法などに基づく、廃棄処理を行ってください。

溜まった液体の排出は次のように行ってください。

邑エンジンを停止し就

　　　　本機後方のコックを装備した

具　　　　オイルガードドレンの口元に
　　　　液体を受ける容器を置きます。

〈注意〉

○地面の傾斜によって、本機後方

　が高くなっている場合は、正面

　側底部のドレンをご使用くださ

　い。

包　　　　ドレンプラグを外し、ドレン　　　　コックを『開』にします。
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　　　　液体が抜けたら、ドレンコック

包　　　　を『閉』にし、ドレンプラグを　　　　締付けます。

〈注意〉

○工場出荷時は、ドレンコックに

　　ドレンプラグを取付けています

　が、ドレンコックのみでも止水

　できます。
ドレンプラグ

夢

＼
…
＝
尋

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、

　
　
O
　
　
・
、

紙
ド
＼
…
織
醗

。

ドレンコック

6運搬・据え付け

6－1．運搬の方法

傘危険：けカミ

　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ

　　　　　れがあります。

（1）吊り上げ方法

　　吊り金具を使用して吊り上げてく

　　ださい。

（2）運搬

　　本機を運搬するときは、左右のロ

　　ープ掛金具にロープを掛け、しつ

　　かりと固定して行ってください。

〈注意〉

　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく

　　　ださい。

　　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。

15



6－2．据え付けの方法

O危険排気ガス幡

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで

　　　　　ください。

血注意：排気ガス中毒

　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

血注意＝火災

　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転
　　　　　してください。

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物

　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな

　　　　　いでください。

團本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。

臨操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など

　の障害物から1m以上離して設置してください。

〈注意〉

　○本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし

　　て作られています。

　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので

　　注意してください。

　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな

　　いでください。

　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな

　　ります。

　○ほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ

　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの

　　で、十分に保守・点検を行ってください。
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7負荷の接続

7－1．負荷ケーブルの選定

　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、

　　十分な太さのケーブルを使用してください。

血注意：物的損害

　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル
　　　　　が焼損することがあります。

　　　○ケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電圧

　　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や

　　　　　作動不良、また故障の原因になります。

〈注意〉

　○ケーブル問での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ

　　と長さを選定してください。

劉負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式

　〇三相の場合

　　　　　　　　1

電圧降下（V）＝一

　　　　　　　　58

0単相の場合
　　　　　　　　1

電圧降下（V）＝一

　　　　　　　58

×

長さ（m）

×

太さ（m㎡）

長さ（m）

太さ（m㎡）

×電流（A）×τ3

×電流（A）×2

　　　團負荷ケーブルの選定表

（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

三相　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m㎡）

　　長さ

d流 50m以下 75m 100m 125m 150m 200m
50A 8 14 14 22 30 30
100A 14 22 30 38 50 60
200A 38 50 60 80 100 125
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（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m㎡）

50m以下 75m 100m
10A 5．　5 5．　5 8

20A 8 14 22
30A 14 22 22
50A 22 30 30
100A 30 50 60
130A 50 60 80

7－2．負荷ケーブルの接続方法

。危険：輪

　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす

　　　　　べてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、エン
　　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す

　　　　　る人が保管してください。

血臆火災

　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。

〈注意〉

　○：負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かる

　　ように接続してください。

　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機

　　の定格電流以下となるようにしてください。

　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく

　　ださい。

　○単相専用出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。

（1）三相出力端子

　　團三相負荷の場合

　　○端子電圧は200／220V［400／440V］
　　　　Hz）です。

　　　　※［］オプション（200／400V切替機能）

（50／60

400V設定時
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R　　　S　　　T

○　　○　　○

O

○

ε
　　負荷

團単相負：荷の場合

○端子電圧は115／127V［230／254V］
　　60Hz）です。

　　※［］オプション（200／400V切替機能）

（50Hz／

400V設定時

R　　　S　　　T

○　　○　　○

O

○

し　　コ　　し　コ　　し　コ

｛」ββ
負荷　負荷　負荷

團単相負荷の場合

○端子電圧は200／220V［400／440V］
　　60Hz）です。

　　※［〕オプション（200／400V切替機i能）

（50Hz／

400V設定時

〕　　〕　　〕
｛｝β｛｝
負荷　負荷　負荷

團単相3線式負荷の場合（※オプション三相・単相切替機能設定時）

OR－T端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz）です。
　R－O端子電圧は100／110Vです。
　T－O端子電圧は100／110Vです。
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〈注意〉

冨黒き
負荷　負荷　負荷

○単相100／110V（出力端子R－O／T－O間）を使用する場
　合は、出力端子間で負荷が均等になるようにしてください。

○単相200／220V、単相100／110Vを同時に使用する場
　合は、各相に流れる電流が定格電流以下となるようにしてください。

（2）単相専用出力端子

　　圏出力端子およびコンセント

　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。
　　〇三相出力端子を併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使

　　　　用できる電力は下記の通りです。

WI　　WO

r肥〔虹

▼　　　▽　　　　▽　　　▼

U1－UO Wl－WO

　l　　　合計

CON3

一◎
　　　↓

CON　1

一◎
　　　↓

合計

総合計

以下のkVAまで使用できます。　（100V／110V）
U1－UO W1－WO CON　1 CON2 CON3 CON4 合計 総合計

7，5／8．25

m3．75／4．13］

7，5／8．25

m3。75／4．13］
1．5／生。65 1，5／1．65 1，5／1．65 1，5／1．65

7，5／8．25

m3．75／4．13］

15／16．5

m7．5／8．25］

※［］オプション（200／400V切替機i能）
　合

400V設定で使用する場

〈注意〉

　○単相専用出力と三相出力端子を同時に使用する場合は電流値の合計

　　が定格電流以下になるようにして使用してください。

　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相専用出力端

　　子で使用できる出力は、三相200Vセット時の半分になりますの
　　で負荷の取りすぎに注意してください。
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7－3．漏電遮断装置と接地の方法

。危険感電

　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。

　　　　　いずれか1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流

　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり

　　　　　ます。

　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断

　　　　　用接地端子と外流接地端子は必ず接地してください。

　　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。

　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ

　　　　　さい。

　本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮

　断させる漏電遮断装置を装備しています。

　使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮

　断します。

　漏電警報器の仕様は次の通りです。

　　○　定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）

　　○作動時間　　　　0．1秒以内
　く注意〉

　　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場

　　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なって

　　　　きますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流30m

　　　　Aを超える場合（100，200，500飴など）は、感電防止用としては不十

　　　　分となります。その場合、各負荷ごとに感度電流30飴以下の漏電

　　　　遮断器を取り付けてください。

　　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（（社）日本電気

　　　　協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」を参照してください。

（1）接地工事

　　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵

　　抗500Ω以下）を行ってください。
　　○　本機の漏電遮断用接地端子

　　○　本機の外翼接地端子

　　○使用機器の金：属製外箱

　く注意〉

　　○使用機器に接地工事が行えない

　　　　場合は、お求めの販売店か弊社

　　　　営業所にご相談ください。

襖
漏電遮断用接地端子　　外箱接地端子

　　し，

潤@　③

認

o⑪188

㈹纏

送
／

ノ鯛蕊釧ε騨　　　　　　　　　　1

／ 1
””e！”1！”1””！”！”で””

@　　　　　　　　　　　アース捧
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（2）作動確認

O危険蒲けカミ

　　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや

　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく
　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ

　　　　　一の操作を行ってください。

始業前には、必ず作動確認を行ってください。

具
　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ

　　　　チが『OFF』になっていることを確認
します。

具　　　　本機の三相・単相ブレーカーが『OF　　　　F』になっていることを確認します。

忙
凹
［
器

　職⑥
臼
凶
理

⑤

。旦『9－t始動運韓備』に従ってエンジンを始動し就

　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。

旦　　　漏電警報器のテストボタン（赤色）を押します。
　　　　このとき、漏電警報器の漏電表示灯（赤色ラ

邑　　　　ンプ）が点灯し、三相及び単相ブレーカーの
　　　　レバーが『ON』と『OFF』の中間位置に
　　　移動すれば正常です。

　　　　リセットボタンを押します。このとき、漏電

母　　　　表示灯（赤色ランプ）が消灯します。

具　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF　　　　：F』の位置まで押し下げます。

漏電警報機　漏電表示灯

習
γεsm醐

テストボタン　リセットボタン

以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求めの販

売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。

　（3）漏電遮断装置が作動した場合

　　　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、

　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に
　　　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し

　　　　てください。

　　　　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）

具リセットボタンを押鰍エンジンを停止しま凱

具　　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ　　　　　ます。

以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。
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8始業前点検

螺ゆ危険輔けカミ

　　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから

　　　　　行ってください。

　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。

血注意＝火災。やけど

　　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで

　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。

血注意：火災

　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

8－1．エンジンオイルの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みく

　　　ださい。

　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイルゲー

　　　ジをオイルフィラに差し込んだ状態で（ねじ込ま

　　　ないで）確認してください。

　　　始業前にはオイルを上限レベルまでオイルフィ

　　　うから給油しておいてください。

　　　〈注意〉

　　　　○オイル量の点検はエンジンを停止、あるい

　　　　　　は給油して『10～20分後』に点検して
　　　　　　ください。

　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に

　　　　　確認することができません。

　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ

　　　　　　とがありますので注意してください。

　　　（1）エンジンオイルの種類

　　　　　APIサービス分類のCD級以上を使用して
　　　　　ください。

　　　（2）エンジンオイルの粘度

盛＼、議

事
厩 ⑮

◎

①

才．ルゲージ濠オ・ルフ、ラ

下限レベル　上限レベル

オイルゲ　ジ

　1

111
O　　　X　　　X

適量　　不足　　入れすぎ

オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エ

ンジンオイルを使用してください。
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○粘度と気温との関係

温
◎気
e

卜SAE2・12・卜一1

一SAE　10W一

十SAE4・

一SAE30一
一30 一・ P5 0 15 25　30

SAE　10W－30一
一　SAE　15W－40・20W－40

（3）エンジンオイル交換油量
単位：L

潤滑油総量（フィルター容量を含む）

10．2（0．6）
（）内はフィルター容量を示す。

8－2．冷却水の点検

　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

O危険けカミ

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行
　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。

血注意＝やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水

してください。

（1）ラジエーターの点検・給水

　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ

邑　　　工一ターキャップカバーを開きます。
．ユラジ早出ヤップをはずし就

　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入

母　　　れます。
包ラジー舛ヤップを締め付け就

　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、

具　　　　ラジエータープレートを取り付けます。

遜響へ　｝
　　む　　　　　　　　ま

　　　　〆　　＠　　　　　　。

　　　　　　　（　　　　　　・

　　　　　　　　　　　む

7　　邸こ　鉾水・
心． 刀D2工亡悲と§＼
心／・。／

＼＼

　サブタンク

　　漁

厩：◎

◎

㊥　　　Fβ巳

　LO響
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（2）サブタンクの点検・給水

　　　　サブタンク内の冷却水が『FULL』と『LOW』レベルの範囲に」ユ
　　　　あるか点検します。

具不足しているときは冷却水をrFULL』まで入れ戴

〈注意〉

　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。

　○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（LLC）を

　　使用してください。

　　　（工場出荷時は、混合率30％のLLCを使用しています。）

　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。

　OLLCの混合率は、外気温度に応じて30～45％の範囲で使用し
　　　てください。

　OLLCは2年または1000時間で交換してください。

混合率の目安

外気温度 一150C 一20℃ 一30℃

混合率 30％ 35％ 45％

（3）冷却水量

単位：L

冷却水総量（サブタンク容量を含む）

10．9（1）

（）内はサブタンク容量を示す。

8－3．ファンベルトの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

φ危険けカミ

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　　ってください。その問、キーは作業する人が保管してください。

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

盈』注意：やけど

　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。
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（1）ファンベルトの張り

　　ファンプーリーとオルタネータプーリー

　　の中間を指で押し（約98N｛10kgf｝）『たわ

　　み』が8～12㎜であれば適正です。

（2）ファンベルトの状態

　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷があ

　　る場合は交換してください。

〈注意〉

（98N）

　＼

職
工

　

㊥
　7

○ベルトの調整および交換は、別冊の土ンジン取扱説明書に従ってく

　ださい。

8－4，燃料の点検

血注意：火災

　　　　○　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。

燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。

〈注意〉

　　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく
　　　ださい。

○寒冷時は、ディーゼル用JIS3号軽油

　（一15℃まで）やJIS特3号軽油
　　（一250Cまで）を使用してください。

○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず

　使用してください。

○燃料は、満タンより控え目に給油してく

　ださい。

　　＿燃料コシ網給油口

⑭

タン舛ヤップ　　　給油ドァ

8－5．燃料・オイル・冷却水もれの点検

血臆火災

　　　○　燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して

　　　　　　ください。

燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない

かどうか、点検扉を開けて点検してください。

8－6．バッテリーの点検

盒注醐や皮膚の障害

　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・

　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多

　　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受

　　　　　けてください。
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盒臆爆発

　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし
　　　　　ないでください。

　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク
　　　　　させたり火気を近づけないでください。

具　　　　液面高さを点検し、下限レベルに近　　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補

　　　　給します。

具　　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　　るときは増し締めしてください。

　　〈注意〉

　　　○バッテリー液の比重が1．23以下

　　　　　し付けてください。

團バッテリーの交換方法

　　　　リ　　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは

母　　　　ずします。　（必ず『一』側を先には
　　　　ずします。）

蝿子

　　　9999

　　z烈麟駄

下餓レベル
　　　　　　　よ銀レベル

のときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申

具バッテリー固定銀をはずし就

母r＋』側ケーブノレをはずし就

一匹バッテリーを取跡職

　　　　　一端子＋端子

罷麺魑
@　　　UPP竃RしVεし
@　　　LOWER　L　VEL

固定金具

※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。
　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）

（交換したバッテリーの
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9．運転方法

9－1．始動・運転準備

畷ゆ危険：排気ガス中毒

　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで

　　　　　ください。

記臆排気ガス幅

　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

血肥火災

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ

　　　　　ないでください。

　　　○本機は、壁などの障害物から1rn以上離し、水平な場所に設
　　　　　置してください。

血臆＝けカミ

　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ
　　　　　さい。

　　　○始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを『O

　　　　　FF』にしてください。

　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを

包　　　　『OFF』にします。
具飾ネルを宮淵内部の周波数

　　　切替スイッチが使用する周波数に正

　　　　しくセットされているか確認してく

　　　ださい。

周波数切替スイッチ

層　　　スロットルレバーを『アイドリン　　　グ』の位置にします。

　　　スタータースイッチを『運転・予

具　　　熱』の位置にします。
　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』

邑　　　になったら、ただちに『始動』の位
　　　置にし、エンジンを始動します。

＿ぞ、　　　　　　ノ

@　　　　　　　　　　＆久。。、＿一アイドリング位置　　　　　　＼

轟新興．
罵波数醗鐵スクリュ　ス【コットル　レバー
eRεeり酬CY《剛＄7漁E鷲　禰給〒鷲しE距疲

オィルカ9一ト◇　予熱蓑i示灯 電圧調整ダイヤル

＼ ＼　　　　　　　／

＄．
ﾂ北ノ　　　　　目唖］　。　◎［］回

圓

　O　　i□凹㊨　　　　　　　　　劇㊥ 麺

◎

スタータースイッチ ヨ植フレーカ

スロット」レレバー 韓泪フレーカ～
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〈注意〉

　　○予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1～5秒で完了します。

　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。

　　○スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間
　　　　隔をあけてください。

母　　　エンジンが始動したら、スターター　　　スイッチから手を離します。

旧約5分間灘運転をし就

　　　スロットルレバーを『運転』の位置

母　　　にします。　　　下記の無負荷周波数になっているか
　　　確認します。

謡テ
周波数一回スクワユ ＼スOツトルレバー

愈耀．
麗波数講獲スクリュ　スOツトル　レバー

FR轍Y槽」邸ST蝋U　　㈱T1胤ε㎜

運転位置

無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 約52．5Hz（1575min｝■）

60Hz　運転 約63．OHz（1890min…1）
　〈注意〉

　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周

　　　　　波数調整スクリュ』で調整してください。

　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hz

　　　　　または60Hzになります。
母電圧謹ダイヤノレで規定電圧にあわせま洗

50Hz　運転 200V［400V］

60Hz　運転 220V［440V］
※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で
　　使用する場合

廼レレーかをr・N』にすることで送電状態になり就

畷ゆ危険：響けカミ

　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー
　　　　　や使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認し
　　　　　てください。

　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカーの操

　　　　　作を行ってください。
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9－2．三相・単相切替機能（オプション）

　　本機に三相・単相切替機能部品（オプション）を装備すると、出力仕様を

　　三相4線式と単相3線式に切り替えて使用することができます。

血臆物的損害

　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して

　　　　　いることを確認してください。

〈注意〉

　○出力仕様の切り替えは、必ず運転を停

　　　止してから行ってください。万一、運

　　　転中に切り替えを行った場合にはブレ

　　　ーカーが遮断します。また、AVRの

　　保護装置が働き正常な出力電圧が発生

　　　しなくなるか電圧変動が大きくなりま

　　　す。この場合は、AVRのリセットボ
　　　タン（白色）を押して保護装置を解除

　　　してください。

　＜AVR＞
リセットボタン

。口ロロ㊧

胆目

〇三相・単相表示灯は、スタータースイッチを運転位置にすると点灯

　します。エンジン始動前にセット状態を確認してください。

　　　発電機点検扉（右側面）を開けたと

邑　　　ころに三相・単相切替スイッチを設
　　　けています。使用機器の電源仕様に

　　　合わせスイッチのレバーを『三相』

　　　または『単相』にセットしてくださ

　　　い。この時、ストッパプレートを外

　　　してレバー操作を行い、切り替え後

　　　は再度装着してください。

　　巴コ団［ヨ団
O相・単相切替スイッチ

」

6　　　6　　　δ

@　面一
＼　　｝

ストッパ
vレート　　　’ 辱㊦璽。

6
　
　
　
6
／
ツ

　e一

　iσ

判『

　　　三相4線式、単相3線式出力は三相出力端子に出力されます。　『7一

具　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ
　　　い。

　　　エンジン始動前にスタータースイッ

邑　　　チを『運転・予熱』位置にして、三
　　　相表示灯または単相表示灯の点灯を

　　　確認してください。

　　　エンジンを始動し、三相ブレーカー

旦　　　を『ON』にすることで、三相出力
　　　端子に電源が送電されます。

三相表示：灯　　　　　　　単相表示灯

渇鍾「
三相単相

電圧調整

◎， 単相ブレーカー

30



9－3．200／400V切替機能（オプション）

　　　本機iに200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操作
　　　パネル内部に設けた端子台の短絡プレートを組み替えることで三相出力を

　　　200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。

⑫・危険：感電

　　　　○電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』にし、
　　　　　運転を停止してから行ってください。

二更翻的損害

　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して

　　　　　いることを確認してください。

　　　○　短絡プレートは正しい位置に接続し、確実に締付けてくださ

　　　　　い。

」ユ本機騨初三相’および単相プレーかを『OFF』にし就

　　　操作パネルを開いて、14極端子台の薫陸に接続している短絡プレー

具　　　　ト6枚を、使用する電圧のセットに組み替えてください。

三三粍12◎O／220Vセット

　　　　　　㊥㊥

　　　　　　㊥㊥①㊥㊦㊥㊦㊤①①㊦①㊦㊥

三＿／44。Vセ　／／一履＿一硲　ね

㊥

1㊥i㊥1歴1①i癌

韮b

㊥ ㊥あ1るi二丁關二字開3④

母　　　　三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。『7－　　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ

　　　　い。

　　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三相出

具　　　　力端子に電源が送電されます。
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9－4．運転中の取り扱い

（1）始動後の点検

　　　○計器i類や表示灯が正常な状態か確認してください。

　　　　（『5．装備』参照）

　　　○異常振動や異常音がしないか確認してください。

　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、

　　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。

　　　〈注意〉

　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売

　　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。

（2）運転中の調整

　　　○負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ

　　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。

團燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き

　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。

　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで

　　きます。

」口」燃料を給油し就

具　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。　　　約30秒でエアー抜きが完了します。

　〈注意〉

　　　○スロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始

　　　　　動させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。

　　　　　エアー抜きが不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。

　　　　その場合、下記の手順で燃料フィルターのプライミングポンプを

　　　　使って、再度エアー抜き操作を行ってください。

※プライミングポンプでのエアー抜き方法。

」ユスタータースイッチを『停止』にしま凱

陣
　　　　燃料フィルター上部の、プライミング

　　　　ポンプを20回程度押します。

プライミングポ・プ　O附

@　　　＼率f

@　　　　　／

　　　　　］　　φ哩一ゴ【　　｝　－　　τ　　　　　　＼t　　　　　　　　　，

@　　　ノ獄　　　　　　　齢　一

笈 匙翼冒 一→Ψトく
凹

1

ヤ i

　　　　｛
@　　　四燃棚睦l　　　　　　L　　　　　　π　　　　　　　　一

⊃ココ’

@　ン`＿
冨
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9－5．停止

。ユ鮪側のスイッチとプレーかを『・FF』にし就

具欝操個ネルの三相・および単相プレーかを『OFF』にしま

母ス・州レ匪をrアイドリング』の位置にし就

邑約3分間・冷糠をし就

旦．スタータースイッチを『欄にしま凱

9－6．保護機能

　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯

　　　で知らせる機能を装備しています。

　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停

　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。

保護機能一覧表

No．
　　動作内容

ﾙ常内容

プレーか

ﾕ断

エンジン

ｩ動
竡~

警告灯

_灯 異常時の状態

1 水温上昇 一
○ ○

エンジンの冷却水温が高

ｭなったときに作動

ﾝ定値105℃

2

モ　ラ

j　ン

^　ブ

p

油圧低下 一
○ ○

エンジンの油圧が低下し

ｽときに作動
ﾝ定値0．98×100kPa
@　　｛1．Okgf／c㎡｝

3 充電不良 一 一
○ バッテリーに充電ができ

ﾈくなったときに作動

4 漏電発生 ○ 一
○ 漏電発生時に作動

5 過負荷使用 ○ 一 一 過負荷使用時に作動

※手中の○印は作動することを示します。
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10点検・整備

螺ゆ危険：騰けカミ

　　　　○必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってく

　　　　　　ださい。その間、キーは作業する人が保管してください。

盒注意：燈やけど

　　　　○必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ
　　　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。

血臆火災

　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検

と整備を行ってください。

稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。

〈注意〉

　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。

　○表記の⑳印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

　○エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細

　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ

　　　さい。

　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。
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項　　目
始業前

_検

20G時間

ｲとに

400時間

ｲとに

500時間

ｲとに

1000時間

ｲとに

各部の清掃・締付点検
o

エンジンオイルの点検・

許
○

エンジンオイルの交換 第ま回目

宦i50時間冒）

第2回霞以降

@　○
オイルフィルターの交換 第1回目

宦i50時問目〉

第2回目以降

@　○
冷却水の点検・給水

○

エンジン排気色の点検
○

冷却水の交換 　　○

iまたは2年）

水分離器内の沈殿物・

?ｪの排出
○

燃料フィルターの水抜きと

�ｷ

　○
i水抜き）

　○

i交換）

燃料タンクの水抜き
○

水分離器・エンジンフィー

hポンプのゴーズフィルタ

[の清掃

　○

i清掃）

エ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
側

燃料自動エアー抜き用電磁

|ンプ内のフィルター交換

　○

i交換）

燃料タンク内部清掃
㊤

燃料・オイル・冷却水漏れ

ﾌ点検
○

燃料ホースの交換 　　⑳

iまたは1年）

エアーフィルターエレメン

gの清掃・交換

　○

i清掃）

　○

i交換）

バッテリー液量の点検
○

バッテリー比重の点検
○

ファンベルトの点検
○

ラジエーターの清掃
o

エンジンバルブクリアラン

Xの点検・調整
⑳

エンジン圧縮圧力の点検
⑳

燃料噴射ノズルの点検
⑳

燃料噴射時期の点検
④

各計器の作動

x告ランプの点検
○

漏電警報器の動作確認
○

発
　
電
　
機
　
側

漏電遮断矯接地抵抗の

m認
○

絶縁抵抗の測定
○

その他
オイルガード液体の排出・

ｴ掃

　○

i排出）

　⑳

i清掃）
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（1）エンジンオイルの交換

初　回 50時間目

2回目以降 200時間ごと

包オイルゲージをはずし就

具　　　　オイルドレンプラグをはずし、ドア内　　　側にあるドレンコックを「開」にします。

旦　　　オイルが抜けたら、ドレンコックを　　　　「閉」にし、オイルドレンプラグを締め

　　　付けます。

1＼・誌

オイルゲージ

オイルフ，ラ　　ll

　ドレンコック　　　　　’

オイルドレンプラグ

厩．

o

e

①

o

旦　　　オイルゲージで油面レベルを確認しながら、オイルフィラからオイ　　　ルを上限レベルまで入れます。

邑オイノレゲージを締め付け就

　　く注意〉

　　○　エンジンオイルの交換油量及び種類：は、『8－1．エンジンオイル

　　　　の点検』を参照してください。

（2）オイルフィルターの交換

初　回 50時間目

2回目以降 400時間ごと

具
　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要
　　　領で、エンジンオイルを抜きます。

母　　　フィルターレンチでオイルフィルタ　　　一をはずします。

母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ　　　　トにオイルを薄く塗布します。

　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、

具　　　　シール面にガスケットが接触して
　　　　から、フィルターレンチで

　　　　『11回転』締め付けますみ

　　　　　　4
母エンジンオイルを給油し戴

　く注意〉

　　○　フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に交

　　　　換を申し付けてください。
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○オイルフィルター品番

いすゴ品番 8970497080
（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換

清　　　掃 200時間ごと

交　　　換 500時間ごと

　　　エアークリーナーのクリップをはずし、

包　　　クリーナーキャップをはずします。
毛レアーフィノレターエレメントをはずし就

エアークリーナー

薇

　　　　　　　o畿ぱ・・

＠碧　　＿諜
　クリップ　クリ　ナ　キャップ

　　臆＼＼“騨

函

　　グ

締

母　　　エアーフィルターエレメントを清　　　掃または交換し、逆の手順で組み

　　　込みます。

　〈注意〉

　　　○クリーナーキャップは、必ず

　　　　矢印方向を上にしてください。

　　　○ホコリの多い場所で使用する

　　　　ときは、早めに清掃してくださ

　　　　い。

クリーナーキャッ

エアーフィルターエレメント

○エレメント品番
いすゴ品番 8972319000
團エアーフィルターエレメントの清掃方法

く乾燥したホコリが付着している場合〉

　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け

　ます。

〈カーボンや油分が付着している場合〉

　新品と交換してください。
囲目詰まりインジケーター
　エアーフィルターエレメントの目詰まりを
　知らせるインジケーターが取り付けられて
　います。

　○インジケーターの窓部に『赤色』が出

　　　ているときは、使用時問にかかわらずエ

　　　レメントの清掃あるいは交換をしてくだ

　　　さい。

　○清掃あるいは交換後リセットボタンを押

　　　して赤色シグナルを解除してください。

　グ

菰
目詰まリインジケーター

　　／一リセ・トボタン

◎
一　　窓部　　　　　　｛赤色シグナル）

ン
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（4）水分離器の水抜き

点検 始業時

清　掃 200時間ごと

　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレベルまで浮
　上したら、水抜きをしてください。

旦コックを緩め就

母水抜きが完了したら・コックを繍ナ就

カップ

コック

榊
●●

水抜きレベル

フロート

〈注意〉

　○水抜きが終わったら燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。

　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

（5）燃料フィルターの水抜き

水　抜　き 200時間ごと

ユ、燃料フィノレター下部のコックを勧ま飢

具エアー抜きプラグを雪隠

包　　　水抜きが完了したら、コックとエアー抜き　　　プラグを締め付けます。

　〈注意〉

　　　○フィルターの水抜きが終わったら、燃料

　　　　系統の『エアー抜き』を行ってください。

　　　　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

（6）燃料フィルターの交換

エアー抜きプラグ

1　．　警　一

黷T　　　　　　　　　　　　　　　蟄

奪紬ゆ』1
隠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

…

／ 蓋
燃料フィルター

フィルター栓
＼
　　コック

交 換 500時間ごと

具隠題ぞ使用して『ブイルター』

具フィノレ桑川栓を緩め・取りはずし就

　　　　新品のフィルターにフィルター栓を取り付け、

　　　　ガスケットに燃料を薄く塗布します。

旦
　　　　フィルターをねじ込み、シール面にガスケットが接触してから、

　　　　『3／4回転』締め付けます。

　〈注意〉
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○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を

　行ってください。

　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

○燃料フィルター品番
いすゴ品番 8943692993

（7）水分離器のゴーズフィルターの清掃

清　　掃 500時間ごと

　　　　コックを緩め、次にエアー抜きプ

母　　　ラグを緩めます。
具コックから燃料が出なくなったら

　　　取り出します。

リングナット　　　婁

カップ

‘o鱒

謝ック

エァー抜きプラグ

ゴーズフィルター

リングナットを左にまわし、カップとゴーズフィルターを

邑ゴーズフィルターを軽油で洗浄し逆の手順で組み込み就

締付けトルク

リングナット 15N・m｛1．5kgf・m｝

エアー抜きプラグ 10N・m｛1．Okgf・m｝

　＜注意＞
　　　　0ドラム缶入りの燃料を使用したときは、ゴーズフィルターが目詰

　　　　　まりしゃすいため早目の清掃をおすすめします。

　　　　0コックを緩めると燃料がこぼれますので、受け皿を用意してくだ

　　　　　さい。

　　　○ゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料系統のエアー抜きを

　　　　　行ってください。

　　　　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

　　　○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

（8）エンジンブイ＿ドポンプのゴーズブイ　1獣§ζ1聯螺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　ヘコ

響幣5・・時間ごと　」蒲灘⊂二黛1∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ロ　　く

毛レイ柵を取り外し就　　癒1・驚・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l）一　　　　の。銘
具アイボルトの中のゴーズフィノレ匹田を取η一…　、
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り出します。

具ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込み就

アイボルト締付けトルク 19．6N・m｛2kgf・搬｝

〈注意〉

　○　アイボルトを取り外すと燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を

　　　　用意してください。

　○　ジョイントパイプの両側には、ガスケットが取り付けられています。

　　　なくさないようにし、組み込み時は忘れずに

　　取り付けてください。

○　ゴーズフィルターが破損したら、アイボルト

　　とセットで交換してください。

○　ゴーズフィル二一の清掃が終わったら、燃料

　　系統のエアー抜きを行ってください。

　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

蟹／知険

禽＿、

○　組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

○　アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）

5　1　5　7590270 ①
いすゴ品番

897063　1　550 ②

（9）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のフィルター交換

交　　換 1000時間ごと

邑　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。

具　　　交換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。

〈注意〉

　　○フィルター交換時、燃料がこぼれま

　　　すので燃料の受け皿を用意してくだ
　　　　さい。

　　　　　　　／⑭

　　フィルター　O

　　カバー一＠

　　　　　　　　　》

○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行

　ってください。

　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

○フィルター品番

いすゴ品番 8943370220
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（10）燃料タンクの水抜き

水抜き 200時間ごと

包燃料ドレンプラグをはずし就

邑　　　　給油ドアを開け、燃料コック操作窓　　　　より手を入れて、燃料ドレンコック

　　　　を『開』にします。

包　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを　　　　『閉』にします。

包燃料ドレンプラグを締め付け就

燃料コック操作窓 給油ドア

司

，

，

璽’＼
@
　
＼
i
隈
　
　
　
i
i
o
I
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＼
J
i
媛
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詠
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’
　
　
’
亀
、
　
　
”
／
　
i
　
，
’

㌦こごこ、

、

、こ、財／

燃料ドレンプラグ

（タンク洗浄時用）

＼ o

燃料ドレンプラゲ

iタンク内水抜き用）
燃料ドレンコック

（11）冷却水の交換

交換 2年間または1000時間

。　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ　　　エーターキャップカバーを開きます。

旦ラジーターキャップをはずし就

母　　　　ドレンホース2本のクランプを外し、　　　庫外に引き出します。

邑　　　ラジエーターのドレンスクリュ及び、　　　エンジン側のドレンプラグを緩めます。

邑　　　冷却水が抜けたら、ラジエータード　　　　レンスクリュとエンジン側のドレン

　　　プラグを締め付けます。

母　　　　ドレンホース2本を、元通りに取り付　　　けます。

　　　サブタンクステーをはずし、サブタン

　　　ク内の冷却水を排出します。

具　　　サブタンクを元通りに取り付け、　　　　『FULL』レベルまで冷却水を入
　　　れます。

母　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱ　　　いまで入れます。

凶一
　　。　　♪

＞ 　
O　
心

ラジエーターキャップカバー　、

＠

　　o

　　§無記
．鑓ラジエ＋プ。一、ト＼

9

μ
批

　　

@
臨

、
、

賦

ドレンホ　スく　ヰ　

　／

権」譲

悩r四
熟蝶

k ⊇

》）ll

心／・。／

サブタンク

／

応1・
軸

　　　◎

　　～
　　　◎
1脚　　　　　⑤

1韮幽

サブタンクステ　

　　N
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運Lラジーターキャップを締め付け就

包　　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、ラジエータープレートを取り　　　　付けます。

〈注意〉

　○冷却水は『8－2．冷却水の点検』を
　　　参照してください。

11長期保管

O危険輔けカミ

　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ

　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が

　　　　保管してください。

血注意：火災。やけど

　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気

　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って

　　　　　ください。

血注意：火災

　　　○　燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

（1）保管方法

　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して

　　ください。

母バッテリーをはずし四

三エンジンオイルを交換し就

ユ燃料タンクと燃料フィノレターの㈱を抜き就

邑　　　各部を清掃し、湿気・ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保管　　　　します。

〈注意〉

　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。

　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ

　　　せてお読みください。
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・（2）二段積みの方法

O危険＝けカミ

　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項

　　　を守ってください。

　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこと

　　　　　を確認してください。

　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ

　　　　　い。

　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

　　　○発電機と発電機との問には、指定箇所に同一サイズで本機幅より

　　　　　長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。

　　　○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大きい

　　　　　機械はのせないでください。

　　　〇二毅積みの状態で機械の運転をしないでください。

枕ホ詣定籔所

　　＼

鑓

　　舎
段積用枕ホ位置

12故障時の対応

φ危険：感電

　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

血注意、けカく

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

血臆燈やけど
　　　○絶対に火気を近づけないでください。

　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって
　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。
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本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。

点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を

申し付けてください。

故障の状況 推　定座　因 処　　置

スターターが回らない 1．バッテリー上がり 1．バッテリー液量の点検・充電

または回転が遅い 2．バッテリーの劣化 2．バッテリーの交換

3．バッテリー端子のはずれ、緩み 3．端子の取り付け、増締め

4．バッテリー端子の腐食 4．端子の清掃

5．スタータースイッチ、リレーの不良 5．指定サービス工場で修理

6．スターターの不良 6．指定サービス工場で修理

スターターはよく回 1．燃料の不足 1．燃料を給油する

るが始動しない 2．燃料フィルターの目詰まり 2．燃料フィルターの清掃、交換
工
ン 3．ゴーズフィルターの目詰まり 3．ゴーズフィルターの清掃、交換

ジ
ン
が

4．燃料系統に水が混入 4．水分離器、燃料フィルター、燃料

@　タンクの水抜き
始
動 5．燃料系統にエアーが混入 5．エアー抜きをする

し
な
い

6．外部燃料タンクとの配管接続不良

V．外部燃料タンク切替えコック（三

6．配管の点検

V．コック（三方弁）の点検

方弁）の操作不良

8．燃料カットソレノイド（モータ） 8－1．ヒューズの点検、交換

が作動しない 8－2．燃料カットソレノイド（モー

タ）の点検、交換

〈外気が氷点下にな 1．燃料が凍結している 1。寒冷地用の燃料を使用する

っている〉 2．燃料系統に混入した水が凍結して 2．燃料系統の水抜き

いる

3．予熱装置の故障 3．指定サービス工場で修理

エンジンは始動するがすぐ 1．燃料フィルターの目詰まり 1．燃料フィルターの清掃、交換

に停止する 2．ゴーズフィルターの目詰まり 2．ゴーズフィルターの清掃、交換

3．燃料系統に水が混入 3．水分離器、燃料フィルター、燃

料タンクの水抜き

4．燃料系統にエアーが混入 4．エアー抜きをする

5．外部燃料タンクとの配管接続不良 5．配管の点検

6．エアーフィルターエレメントの目 6．エアーフィルターエレメントの

詰まり 清掃、交換

7．オイル不足 7．オイルを給油

エンジン油圧が低い 1。オイル不足 1．オイルを給油

2．オイルフィルターの員詰まり 2．オイルフィルターの交換

3．油圧スイッチの不良 3．指定サービス工場で修理

4．油圧計の不良 4．指定サービス工場で修理

5．オイル不適当 5．適正な種類、粘度のオイルと交換

オーバーヒートする 1．エンジンのサーモスタットの不良 1．指定サービス工場で修理

2。水温センサーの不良 2．指定サービス工場で修理

3．水温計の不良 3．指定サービス工場で修理

4．ファンベルトの緩み 4．フアンベルトの点検、調整

5．冷却水の不足 5．冷却水の点検、給水

6．ラジエーターコアの目詰まり 6．ラジエーターコアの清掃
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マフラーから黒煙がでる 1．エアーフィルターエレメントの目 1．エアーフィルターエレメントの

詰まり 清掃、交換

2．噴射ノズルの不良 2，指定サービス工場で修理

3．燃料不適当 3．清浄な燃料に交換する

マフラーから白煙がでる 1．オイルの上がり、下がり 1．指定サービス工場で修理

2．燃料に水混入 2．水分離器、燃料フィルター、燃

料タンクの水抜き

3．噴射ノズルの不良 3．指定サービス工場で修理

4．冷却水温が低い 4．春機運転をする

5．エンジンのサーモスタットの不良 5．指定サービス工場で修理

電圧計がふれない 1．電圧計の不良 1．指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2．指定サービス工場で修理

3．配線の断線、端子の緩み、外れ 3．指定サービス工場で修理

4．初期励磁回路の不良 4．指定サービス工場で修理

5．発電機の不良 5．指定サービス工場で修理

6。AVRの保護装置が作動 6．AVRのリセットボタンを押し

保護装置を解除する

定格電圧にならない 1．電圧計の不良 1，指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2．指定サービス工場で修理

3．電圧調整ボリュウムの不良 3．指定サービス工場で修理

4．周波数が低い 4．周波数を調整する

5．周波数切替スイッチの誤セット 5。周波数切替スイッチを正しくセ

ットする

電圧が高すぎる 1．電圧計の不良 1．指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2．指定サービス工場で修理

3。負荷ケーブルの誤接続 3．出力端子への接続位置を正しく

セットする

4．電圧切替（オプション）が400 4．電圧切替…を200Vセットに変

Vセットになっている える

機器を使用すると電圧が 1．AVRの不良 1，指定サービス工場で修理

大きく低下する 2．負荷接続のアンバランス 2．接続を変えバランスをとる

3．周波数が異なる 3．機器の指定周波数にあわせる

4．使用機器の電流が定格をこえている 4．使用できる容量の機器に変える

5．周波数切替スイッチの誤セット 5．周波数切替スイソチを正しくセ

ットする

6．AVRの保護装置が作動 6．AVRのリセットボタンを押し

保護装置を解除する

ブレーカーを『ON』にで 1．ブレーカーのレバーが『ON』と 1．レバーをいったん『0即』にする

きない 『OFF』の中間位置になっている

2．負荷側の短絡 2．負荷側を点検する

3．漏電警報器の作動 3．漏電箇所を修理する

4，サーマルリレーの作動 4．サーマルリレーをリセットする

5．三相・単相切替スイッチ（オプシ 5．レバーを『三相』または『単相』

ヨン）のレバーが中間位置になつ 位置にセットする

ている

6．単相3線式、400Vセット（オ 6．電圧切替を200Vセットに変

プション）になっている える
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四〇9001　　　　　認証取得��闘閣團圏�S取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機DG450U酌蟹一QP幽臆　　安全のため、ご使用前　　に必ずこの取扱説明書　　をお読みください。　　また、いつでもご覧い　　ただけるよう、大切に　　保管してください。目次1．安全上の注意2．仕様　2−1．諸元　2−2．周囲条件3．用途4．各部の名称　4−1．外観および各部の名称　4−2．操作パネルの各部の名称5．装備　5−1．モニター表示灯　5−2．計器類　5−3．オイルガード6．運搬・据え付け　6−1．運搬の方法　6−2．据え付けの方法7．負荷の接続　7−1．負荷ケーブルの選定　7−2．負荷ケーブルの接続方法　7−3．漏電遮断装置とi接地の方法8．始業前点検　8−1．エンジンオイルの点検　8−2．冷却水の点検　8−3．ファンベルトの点検　8−4．燃料の点検　8−5．燃料・オイル・冷却水　　　　　　　　　　　もれの点検　8−6．バッテリーの点検9．運転方法　9−1．始動・運転準備　9−2．三相・単相切替機能　　　　　（オプション）　9−3．200／400V切替機能　　　　　（オプション）　9−4．運転中の取り扱い　9−5．停止　9−6．保護機能10．点検・整備11．長期保管12．故障時の対応13．ゼネレータ電気回路図14．エンジン電気回路図頁144555567791415151617171821232324252626ρ000000り白9白G触り0312334236033334445新ぞヲイ凋フコ監業礁垂澱会蓼置21456−94310本機の運用について本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて下記のような監視が必要になりました。1．監視方式　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、　次の2通りの方式での監視が必要になります。〈常時監視方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運　転状態を監視する方式。〈随時巡回方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で　随時巡回して運転状態を監視する方式。（1）監視方式の違い�@右のマークのどちらかが貼り付けられている場合　〈常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれ　でも運用ができます。　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料　を連続供給できるように施設した場合は、〈常時監視　方式〉で運用する必要があります。　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）�A右のマークが貼り付けられていない場合　〈常時監視方式〉で運用する必要が　あります。團SDS（社）日本内燃力需電設備協会　　翻簸晶過回転防止装置付　　　薪ダイワ工業株式会社（2）本機を工事現場等に施設する条件本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。�@一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。�A工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち　入らない措置を施してください。2．保護機能の追加について　上記マークが貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加　しています。　（1）エンジン過回転防止機能　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させ　　　ます。　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）　　　並列運転機能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジ　　　ンが異常停止した場合、ブレーカーを自動遮断させます。はじめに　このたびは、新ダイワ工業の防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも　のです。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に　は必ずこの取扱説明書をお読みください。○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従　つた取り扱い、届け出を行ってください。　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所　　にご相談ください。○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ　る人が行ってください。○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。○取扱説明書は、いつでもご纏いただけるように大切に保管してください。團この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。O危険：取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う朧性がある雛血注意：取り扱いを誤ると沖醸の雛や軽傷を負う朧性がある場　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。〈注意〉：その他の注意事項。。r血臆』に講した額でも、状況によっては重大な轍に結びつく可　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく　ださい。1　安全上の注意O危険：排気ガス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。o危険輪　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ　　　　　　さい。　　　　○コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ　　　　　　か1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接　　　　　　地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期　　　　　　的に測定してください。　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー　　　　　　カーを『OFF』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ　　　　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　○点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく　　　　　　ださい。蝿ゆ危険：けが　　　　○運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。血臆：排気ガス中毒　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。血臆目や皮膚の囎　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な　　　　　　どに付着させないでください。　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。血臆曝発　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで　　　　　　ください。　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた　　　　　　り火気を近づけないでください。血臆：火災　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ　　　　　　さい。　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して　　　　　　ください。　　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。血臆やけど　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますの　　　　　　で、触れないでください。　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。血臆けが　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが　　　　　　あります。　　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ　　　　　　ーカーを『OFF』にしてください。　　　　○運転中に本機を移動させないでください。2○点検・整備を行うどきは、必ずエンジンを停止してください。○改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。團警告・表示ラベル貼付位置　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文　　してください。　　　　　　　　　　　（品番19402−00262）　　�@取扱要領　　�A安全上の注意事項（品番19402−00125）�B排気ガス中毒�C感電�Dけが�Eけが�Fやけど�Gやけど�H火災�I吊り上げ箇所�J段積用枕木位置�K外学接地端子�Lタンク吊り上げ））�_ノ）〜ノ）））�_ノ））1302849231922221211113111111111130000000000000000000000＝一＝＝＝＝2222222111200000000000444444444449999999999911111111111番番番番番番番番三番番品品品品品品品品品品品（（（（（（（（（（（馳　　　　匿　　　璽1一　　　｝　　　一　　　　　　　　　　　｝■コ　�A　『」32＼▽筐1目目�S£鵬　　　　　脚　　　　一　　　　　　　　　噛」　　　　　　　　　　　　　　　　聖遷■藷繍1　霊　��「π暫董−9囎「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒』図■聰��鱒鱒ρ・畠購　　　　　　　　　○曹　口”｝嶽　』，一己由融・1．．［聾｝1�C●�F●　　　　○国【＝r’一…q』一一ヨF”一一「　匿壽　．。』＿．．＿．．＿．dコ．　轟．ooo毛一3項　　目単位DG450UMI−Q発電方式一回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式kVA3745三相4線式kW29．636定格容量kVA2227単相3線式※1kW2227発　電　機三相4線式V200／［400］※2220／［440］※2定格電圧単相3線式※1V200／100220／110定格電流三相4線式A107／［53．5］※2118／［59．0］※2単相3線式※1A110123定格周波数Hz5060定格回転速度mln『115001800回路方式一三相4線式、単相3線式※1力　　　　率％三相80、単相100絶縁：階級一発電機：F種　励磁機：B種励磁方式一自励式（ブラシレス）極　　　　数一4極名　　　　称一卜形水冷4サイクルディーゼル機関型　　　　　式一いすゴBB−4JGITシリンダ数一内径×行程mm4−95．4×107連続定格出力kW｛PS｝35．4｛48．1｝42．6｛57．9｝回転速度min−115001800総行程容積L3，059燃焼方式一直接噴射式（過給機付）冷却方式一ラジエーター水冷式潤滑方式一トロコイドポンプによる強制潤滑式エ　ン　ジ　ン始動方式一セルスターター方式使用燃料一軽油使用潤滑油一CD級以上燃料タンク容量L350潤滑油総量L10．2（フィルター0．6Lを含む）冷却水総量L10．9（サブタンク1Lを含む）セルモーター容量：V−kW12−2．2オルタネーター容量V−A12−50バッテリー一95D31R長　　　　　さmm1’770幅mm920外形寸法高　　　　　さmm1780乾燥質量kg1265整備質量kg1585※1：オプション（三相・単相切替機能）※2：オプション（200／400V切替機能）42−2．周囲条件　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。國周囲温度圏相対湿度團標高一一P50C〜400C80％以下300m以下○水中ポンプなどの土木機械の電源等○照明機器の電源等○電動工具や家電機器の電源等4各部の名称4−1。外観および各部の名称吊り金具操作パネル扉　　　．ぷ墜§　ね一�S�`鑛　ロープ掛金具！臨〜一》　　　　　　鴨』＿ノ　　　　犀／／κ、鳶磯藤讃．一』ダ饗鯵…耀タ誉。〃　　／6　／／／＼ジン点検認ジ　タ七一プ僻エアークリ＋／＼目羅／、　　　　　　　　　　　　　1ミ西」擁　　下冨に〔］〔｝ロー鞘ゆ＆o発電機点検扉R料タンク煽1．11「i；一ヲー婚…峯一一一舞；；　　　　　　　　　　　　iG　　　　　　　　　　　　iI＿＿　一一＿＿一一一一＿一一　＿＿脚一一一2　　　　　鯉　　　　　　　　　＼遡　　　　　　　　　　　　　　“ｩ動エアー抜き用電磁ポンプ　バッテリーオイルゲージ（オイルフィラ〉く　辱．　　1＼…熱《墨　　猟犠ミ、ミ　　　　臥0が…づ≧　隠　　て＝：こ〉〆二’一一給油ドア　　　　＼i　　　　　　彫一一オイルガードドレン驚　　＿ク〆，一＿一一ボ@讐　　　＿→グ燃料ドレン　オイルフィルター　　ロープ掛金具　エンジン点検扉ｦオプション　　　　　　　　　　　サブタンク…／三相・単相切替スイッチｭ電機点検扉＼肇屡縢3鵬想漏＿ゆ’〃軋　　　　　　、_0　　8o　　　ooo　鴫婦困／鮒塵蟄　　　ノ「　　　　蚤’i　　出力端子カバーP相専溺出：力端子@　：コンセントi単相3線式出力端子）R電遮断用接地端子　　　　　　！O相出力端子／職：篭　　覧　　　　　　　　　　　看_　＼コ一　一……オイル郷ンブ勢、＼＼瀧器外野接地端子　　燃料フィルター54−2．操作パネルの各部の名称※　※亘豆．−団部内ル豚飼操聾衝蹴，−篭＼へ　［u「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」�S。−�d／22221873／／0／21324／＼＼＼0296453／6／7／8／5／9／�D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���H��；ート��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�沿鼇@三相ブレーカー�L燃料計�A単相ブレーカー�M積算時間計�B電圧計�N非常停止ボタン�C電流計�O予熱表示灯�D周波数計�Pスタータースイッチ�E漏電警報器�Qスロットルレバー�Fパネルライト兼用発電表示灯�R周波数調整スクリュ�G電圧調整器�S周波数切替スイッチ�H電流計切替スイッチ�A三相表示灯（※オプション）�Iモニター表示灯�S単相表示灯（※オプション）�J水温計�Sオイルガード表示灯�K油圧計65−1．モニター表示灯本機は、『冷却水温』『エンジン油圧』『バッテリー充電』のモニターランプを装備しています。本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』のランプが点灯し、エンジンを始動するとすべてのランプが消灯します。運転中、『冷却水温』『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にもどしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止するときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてください。（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）O危険けが　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。血注意：やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。冷却水温W《正R難境P〈注意〉運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合はサブタンクに冷却水を補給してください。（『8−2．冷却水の点検』参照）規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行ってください。○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。7（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）O危険：けカミ　　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。《注意：やけど　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停　　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル　　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹　　　　　き出します。エンジン油圧OEL　PRESS運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c�u｝以下に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを上限レベルまで給油してください。〈注意〉　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　　　『8−1．エンジンオイルの点検』参照（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）　　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニターラン　　　　　　プが点灯します。　　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊　　　　　　社営業所にご連絡ください。　バッテリ充電　C賢A飴E　〈注意〉　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不　　　　足を検知することはできません。　（『8−6．バッテリーの点検』参　　　　照）85−2．計器類エンジン用計器（1）積算時間計　縛◎轄麹醐繭運転時間を示します。定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが『運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますので注意してください。（2）水温計エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね75〜100℃を示しているのが正常です。〈注意〉　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング　　状態（1000miガ■）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく　　ださい。（3）油圧計エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね0．98〜4．9x100kPa｛1〜5kgf／c�u｝を示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転をしてください。（4）燃料計燃料タンク内の燃料の量を示します。燃料満タン時は『F』を示します。『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。すみやかに、燃料を補給してください。9発電機用計器（1）電圧計戴％O　　　O一発電機の出力電圧（R−T間電圧）を示します。運転中は50Hzのとき200V［400V］、60Hzのとき220V［440V］を指示しているか確認してください。※［］オプション（200／400V切替機能）400V　　設定時（2）電流計蟷％（）　　　○　　　○発電機の出力電流（相電流）を示します。　〈注意〉　　○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場　　　　合には、電流計切替スイッチをR・T相に切り替え　　　　てください。S相では正確な電流が計測できません。（3）周波数計♂い●’書’．’3・�`_臣○　　　　○　　○電源の周波数を示します。運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認してください。（1）予熱表示灯スタータースイッチを『運転・予熱』の位置にすると予熱表示灯が点灯します。予熱が完了すると消灯し、始動可能になったことを示します。　〈注意〉　　○予熱の時間は、冷却水温の状態で変わり、約1〜5　　　　秒で完了します。（2）パネルライト兼用発電表示灯エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。（3）オイルガード液量表示灯　　　　　　オイルガードに溜まった液量が、オイルガード満容量の　　　　　　　1／4（約70L）になると、ランプが点灯します。　　　　　　　（『5−3、オイルガード』参照）10（1）スタータースイッチ�@停止　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。　　　　　　�A運転・予熱　　　　　　　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ　　　　　　　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。〈注意〉　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ　　　リーがあがります。�B始動　エンジンを始動させる位置です。『キー』から手を離すと　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。（2）非常停止ボタンエンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジンが停止するまで押し続けてください。〈注意〉　○ボタンを押したままにしてください。　　3〜5秒程度でエンジンが停止します。　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチを『停止』の　　位置に戻してください。（3）ブレーカー＼¢鳶O」負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。〈注意〉　○負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。11（4）サーマルリレー　　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。　　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OFF』の中間位　　置になります。　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。邑エンジンを停止し就　　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。母　　　　以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。〈注意〉　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。サーマルリレー（操作パネル内部）操作パネル＼＼�堰o⊃ざ留　　＼轟◎◎□・○◎　　弩瘟ｺ○○El；：廻��　　　　　　　　　　　　　　���◎　σ『）／〜単相ブレーカー三相ブレーカーサーマルリレーリセットボタン（5）漏電警報器PO資E薩しε《KED盾叙ｮsマ　駐ESEτ宦負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断させます。（『7−3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）（6）電流計切替スイッチ◎スイッチを切り替えることにより、切り替えた相（R・S・T）の電流が電流計に表示されます。〈注意〉○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場合には、R・T　　相に切り替えてください。S相では正確な電流が計測できません。12（7）周波数切替スイッチ操讐ル周波数切替T0日zH60目z●　　　　　　　　　　　　　■o＝｝・〔コ・@◎◎@○◎B　○○　　．◎　（）萄N　　（）@　　國困コ　回ｭ　圏＼、スクリュ（2本）スイッチは操作パネル内部にあります。スクリュ2本を緩めて操作パネルを開き、内部の周波数切替スイッチが使用する周波数に正しくセットされているか確認してください。〈注意〉　○　周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを使用する周波数側に切　　　り替えてください。電圧調整器、調速装置（1）電圧調整器発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低方向）と下がります。（2）調速装置�@スロットルレバー　エンジンの回転速度を調整するレバー　です。　エンジンの始動、暖機・冷機運転時は　『アイドリング』の位置にし、定格運　転時（50Hzまたは60Hz）は　『運転』の位置にしてください。�A周波数調整スクリュ　スロットルレバーを『運転』の位置　にし、周波数調整スクリュの固定　ナットを緩め『高速』側にまわすと周　波数が高くなり、『低速』側にまわす　と低くなります。〈注意〉　○出荷時は50Hzに調整しています。　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。　○無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま　　たは60Hzになります。　○周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチを使用する周波　　二二に切り替えてください。13無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転52．5Hz（1575min�o■）60Hz　運転63．OHz　（1890min一■）5−3。オイルガード　　　　万が一オイルや燃料などが漏れた場合に、これら液体が機外に漏れ出　　　ないようにするため、本機のベース部分はオイルガード構造（液体が漏　　　れない構造）になっています。また、このオイルガードの部分には、大　　　型燃料タンクが内蔵されています。　　　　従って、雨天時に機内に侵入した雨水もこのオイルガードに溜まりま　　　すので、オイルガード内面や燃料タンク外面が錆びないよう、定期的に　　　内部の液体を排出するようにしてください。尚、雨が降ったときは、そ　　　の都度、排出させてください。　　　　また、排出忘れなどにより、液体が溢れ出るのを防止するため、操作　　　パネルに表示灯を装備しています。なお、この表示灯は燃料タンクの腐　　　食を防止する上で、オイルガード満容量の1／4（約70L）のレベルで　　　点灯するようになっています。〈注意〉　○内部で漏れる可能性がある液体類は、オイル、燃料、冷却水、バッ　　　テリー液ですが、侵入した雨水と内部で漏れた液体を判別する機能　　　はありません。排出した液体は、水質汚濁防止法、土壌汚染防止法、　　　大気汚染防止法などに基づく、廃棄処理を行ってください。溜まった液体の排出は次のように行ってください。邑エンジンを停止し就　　　　本機後方のコックを装備した具　　　　オイルガードドレンの口元に　　　　液体を受ける容器を置きます。〈注意〉○地面の傾斜によって、本機後方　が高くなっている場合は、正面　側底部のドレンをご使用くださ　い。包　　　　ドレンプラグを外し、ドレン　　　　コックを『開』にします。14　　　　液体が抜けたら、ドレンコック包　　　　を『閉』にし、ドレンプラグを　　　　締付けます。〈注意〉○工場出荷時は、ドレンコックに　　ドレンプラグを取付けています　が、ドレンコックのみでも止水　できます。ドレンプラグ夢＼…＝尋　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　O　　・、紙ド＼…織醗。ドレンコック6運搬・据え付け6−1．運搬の方法傘危険：けカミ　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ　　　　　れがあります。（1）吊り上げ方法　　吊り金具を使用して吊り上げてく　　ださい。（2）運搬　　本機を運搬するときは、左右のロ　　ープ掛金具にロープを掛け、しつ　　かりと固定して行ってください。〈注意〉　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく　　　ださい。　　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。156−2．据え付けの方法O危険排気ガス幡　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。血注意：排気ガス中毒　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。血注意＝火災　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転　　　　　してください。　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな　　　　　いでください。團本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。臨操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など　の障害物から1m以上離して設置してください。〈注意〉　○本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし　　て作られています。　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので　　注意してください。　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな　　いでください。　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな　　ります。　○ほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの　　で、十分に保守・点検を行ってください。167負荷の接続7−1．負荷ケーブルの選定　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、　　十分な太さのケーブルを使用してください。血注意：物的損害　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル　　　　　が焼損することがあります。　　　○ケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電圧　　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や　　　　　作動不良、また故障の原因になります。〈注意〉　○ケーブル問での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ　　と長さを選定してください。劉負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式　〇三相の場合　　　　　　　　1電圧降下（V）＝一　　　　　　　　580単相の場合　　　　　　　　1電圧降下（V）＝一　　　　　　　58×長さ（m）×太さ（m�u）長さ（m）太さ（m�u）×電流（A）×τ3×電流（A）×2　　　團負荷ケーブルの選定表（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。三相　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m�u）　　長さd流50m以下75m100m125m150m200m50A81414223030100A142230385060200A3850608010012517（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m�u）50m以下75m100m10A5．　55．　5820A8142230A14222250A223030100A305060130A5060807−2．負荷ケーブルの接続方法。危険：輪　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす　　　　　べてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、エン　　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す　　　　　る人が保管してください。血臆火災　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。〈注意〉　○：負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かる　　ように接続してください。　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機　　の定格電流以下となるようにしてください。　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく　　ださい。　○単相専用出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。（1）三相出力端子　　團三相負荷の場合　　○端子電圧は200／220V［400／440V］　　　　Hz）です。　　　　※［］オプション（200／400V切替機能）（50／60400V設定時18R　　　S　　　T○　　○　　○O○ε　　負荷團単相負：荷の場合○端子電圧は115／127V［230／254V］　　60Hz）です。　　※［］オプション（200／400V切替機能）（50Hz／400V設定時R　　　S　　　T○　　○　　○O○し　　コ　　し　コ　　し　コ｛」ββ負荷　負荷　負荷團単相負荷の場合○端子電圧は200／220V［400／440V］　　60Hz）です。　　※［〕オプション（200／400V切替機i能）（50Hz／400V設定時〕　　〕　　〕｛｝β｛｝負荷　負荷　負荷團単相3線式負荷の場合（※オプション三相・単相切替機能設定時）OR−T端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz）です。　R−O端子電圧は100／110Vです。　T−O端子電圧は100／110Vです。19〈注意〉冨黒き負荷　負荷　負荷○単相100／110V（出力端子R−O／T−O間）を使用する場　合は、出力端子間で負荷が均等になるようにしてください。○単相200／220V、単相100／110Vを同時に使用する場　合は、各相に流れる電流が定格電流以下となるようにしてください。（2）単相専用出力端子　　圏出力端子およびコンセント　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。　　〇三相出力端子を併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使　　　　用できる電力は下記の通りです。WI　　WOr肥〔虹▼　　　▽　　　　▽　　　▼U1−UOWl−WO　l　　　合計CON3一◎　　　↓CON　1一◎　　　↓合計総合計以下のkVAまで使用できます。　（100V／110V）U1−UOW1−WOCON　1CON2CON3CON4合計総合計7，5／8．25m3．75／4．13］7，5／8．25m3。75／4．13］1．5／生。651，5／1．651，5／1．651，5／1．657，5／8．25m3．75／4．13］15／16．5m7．5／8．25］※［］オプション（200／400V切替機i能）　合400V設定で使用する場〈注意〉　○単相専用出力と三相出力端子を同時に使用する場合は電流値の合計　　が定格電流以下になるようにして使用してください。　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相専用出力端　　子で使用できる出力は、三相200Vセット時の半分になりますの　　で負荷の取りすぎに注意してください。207−3．漏電遮断装置と接地の方法。危険感電　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。　　　　　いずれか1っでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり　　　　　ます。　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断　　　　　用接地端子と外流接地端子は必ず接地してください。　　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ　　　　　さい。　本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮　断させる漏電遮断装置を装備しています。　使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮　断します。　漏電警報器の仕様は次の通りです。　　○　定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）　　○作動時間　　　　0．1秒以内　く注意〉　　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場　　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なって　　　　きますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流30m　　　　Aを超える場合（100，200，500飴など）は、感電防止用としては不十　　　　分となります。その場合、各負荷ごとに感度電流30飴以下の漏電　　　　遮断器を取り付けてください。　　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（（社）日本電気　　　　協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」を参照してください。（1）接地工事　　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵　　抗500Ω以下）を行ってください。　　○　本機の漏電遮断用接地端子　　○　本機の外翼接地端子　　○使用機器の金：属製外箱　く注意〉　　○使用機器に接地工事が行えない　　　　場合は、お求めの販売店か弊社　　　　営業所にご相談ください。襖漏電遮断用接地端子　　外箱接地端子　　し，潤@　�B認o�J188�兼Z送／ノ鯛蕊釧ε騨　　　　　　　　　　1／1””e！”1！”1””！”！”で””@　　　　　　　　　　　アース捧21（2）作動確認O危険蒲けカミ　　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ　　　　　一の操作を行ってください。始業前には、必ず作動確認を行ってください。具　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ　　　　チが『OFF』になっていることを確認します。具　　　　本機の三相・単相ブレーカーが『OF　　　　F』になっていることを確認します。忙凹［器　職�E臼凶理�D。旦『9−t始動運韓備』に従ってエンジンを始動し就　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。旦　　　漏電警報器のテストボタン（赤色）を押します。　　　　このとき、漏電警報器の漏電表示灯（赤色ラ邑　　　　ンプ）が点灯し、三相及び単相ブレーカーの　　　　レバーが『ON』と『OFF』の中間位置に　　　移動すれば正常です。　　　　リセットボタンを押します。このとき、漏電母　　　　表示灯（赤色ランプ）が消灯します。具　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF　　　　：F』の位置まで押し下げます。漏電警報機　漏電表示灯習γεsm醐テストボタン　リセットボタン以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。　（3）漏電遮断装置が作動した場合　　　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に　　　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し　　　　てください。　　　　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）具リセットボタンを押鰍エンジンを停止しま凱具　　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ　　　　　ます。以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。228始業前点検螺ゆ危険輔けカミ　　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから　　　　　行ってください。　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。血注意＝火災。やけど　　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。血注意：火災　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。8−1．エンジンオイルの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みく　　　ださい。　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイルゲー　　　ジをオイルフィラに差し込んだ状態で（ねじ込ま　　　ないで）確認してください。　　　始業前にはオイルを上限レベルまでオイルフィ　　　うから給油しておいてください。　　　〈注意〉　　　　○オイル量の点検はエンジンを停止、あるい　　　　　　は給油して『10〜20分後』に点検して　　　　　　ください。　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に　　　　　確認することができません。　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ　　　　　　とがありますので注意してください。　　　（1）エンジンオイルの種類　　　　　APIサービス分類のCD級以上を使用して　　　　　ください。　　　（2）エンジンオイルの粘度盛＼、議事厩�N◎�@才．ルゲージ濠オ・ルフ、ラ下限レベル　上限レベルオイルゲ　ジ　1111O　　　X　　　X適量　　不足　　入れすぎオイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エンジンオイルを使用してください。23○粘度と気温との関係温◎気e卜SAE2・12・卜一1一SAE　10W一十SAE4・一SAE30一一30一・P501525　30SAE　10W−30一一　SAE　15W−40・20W−40（3）エンジンオイル交換油量単位：L潤滑油総量（フィルター容量を含む）10．2（0．6）（）内はフィルター容量を示す。8−2．冷却水の点検　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。O危険けカミ　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。血注意＝やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水してください。（1）ラジエーターの点検・給水　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ邑　　　工一ターキャップカバーを開きます。．ユラジ早出ヤップをはずし就　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入母　　　れます。包ラジー舛ヤップを締め付け就　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、具　　　　ラジエータープレートを取り付けます。遜響へ　｝　　む　　　　　　　　ま　　　　〆　　＠　　　　　　。　　　　　　　（　　　　　　・　　　　　　　　　　　む7　　邸こ　鉾水・心．刀D2工亡悲と§＼心／・。／＼＼　サブタンク　　漁厩：◎◎��　　　Fβ巳　LO響24（2）サブタンクの点検・給水　　　　サブタンク内の冷却水が『FULL』と『LOW』レベルの範囲に」ユ　　　　あるか点検します。具不足しているときは冷却水をrFULL』まで入れ戴〈注意〉　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。　○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（LLC）を　　使用してください。　　　（工場出荷時は、混合率30％のLLCを使用しています。）　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。　OLLCの混合率は、外気温度に応じて30〜45％の範囲で使用し　　　てください。　OLLCは2年または1000時間で交換してください。混合率の目安外気温度一150C一20℃一30℃混合率30％35％45％（3）冷却水量単位：L冷却水総量（サブタンク容量を含む）10．9（1）（）内はサブタンク容量を示す。8−3．ファンベルトの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。φ危険けカミ　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その問、キーは作業する人が保管してください。　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。盈』注意：やけど　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。25（1）ファンベルトの張り　　ファンプーリーとオルタネータプーリー　　の中間を指で押し（約98N｛10kgf｝）『たわ　　み』が8〜12�oであれば適正です。（2）ファンベルトの状態　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷があ　　る場合は交換してください。〈注意〉（98N）　＼職工　��　7○ベルトの調整および交換は、別冊の土ンジン取扱説明書に従ってく　ださい。8−4，燃料の点検血注意：火災　　　　○　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。〈注意〉　　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく　　　ださい。○寒冷時は、ディーゼル用JIS3号軽油　（一15℃まで）やJIS特3号軽油　　（一250Cまで）を使用してください。○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず　使用してください。○燃料は、満タンより控え目に給油してく　ださい。　　＿燃料コシ網給油口�Mタン舛ヤップ　　　給油ドァ8−5．燃料・オイル・冷却水もれの点検血臆火災　　　○　燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して　　　　　　ください。燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがないかどうか、点検扉を開けて点検してください。8−6．バッテリーの点検盒注醐や皮膚の障害　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多　　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受　　　　　けてください。26盒臆爆発　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし　　　　　ないでください。　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク　　　　　させたり火気を近づけないでください。具　　　　液面高さを点検し、下限レベルに近　　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補　　　　給します。具　　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　　るときは増し締めしてください。　　〈注意〉　　　○バッテリー液の比重が1．23以下　　　　　し付けてください。團バッテリーの交換方法　　　　リ　　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは母　　　　ずします。　（必ず『一』側を先には　　　　ずします。）蝿子　　　9999　　z烈麟駄下餓レベル　　　　　　　よ銀レベルのときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申具バッテリー固定銀をはずし就母r＋』側ケーブノレをはずし就一匹バッテリーを取跡職　　　　　一端子＋端子罷麺魑@　　　UPP竃RしVεし@　　　LOWER　L　VEL固定金具※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）（交換したバッテリーの279．運転方法9−1．始動・運転準備畷ゆ危険：排気ガス中毒　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。記臆排気ガス幅　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。血肥火災　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ　　　　　ないでください。　　　○本機は、壁などの障害物から1rn以上離し、水平な場所に設　　　　　置してください。血臆＝けカミ　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ　　　　　さい。　　　○始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを『O　　　　　FF』にしてください。　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを包　　　　『OFF』にします。具飾ネルを宮淵内部の周波数　　　切替スイッチが使用する周波数に正　　　　しくセットされているか確認してく　　　ださい。周波数切替スイッチ層　　　スロットルレバーを『アイドリン　　　グ』の位置にします。　　　スタータースイッチを『運転・予具　　　熱』の位置にします。　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』邑　　　になったら、ただちに『始動』の位　　　置にし、エンジンを始動します。＿ぞ、　　　　　　ノ@　　　　　　　　　　＆久。。、＿一アイドリング位置　　　　　　＼轟新興．罵波数醗鐵スクリュ　ス【コットル　レバーeRεeり酬CY《剛＄7漁E鷲　禰給〒鷲しE距疲オィルカ9一ト◇　予熱蓑i示灯電圧調整ダイヤル＼＼　　　　　　　／＄．ﾂ北ノ　　　　　目唖］　。　◎［］回圓　O　　i□凹�堰@　　　　　　　　劇��麺◎スタータースイッチヨ植フレーカスロット」レレバー韓泪フレーカ〜28〈注意〉　　○予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1〜5秒で完了します。　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。　　○スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間　　　　隔をあけてください。母　　　エンジンが始動したら、スターター　　　スイッチから手を離します。旧約5分間灘運転をし就　　　スロットルレバーを『運転』の位置母　　　にします。　　　下記の無負荷周波数になっているか　　　確認します。謡テ周波数一回スクワユ＼スOツトルレバー愈耀．麗波数講獲スクリュ　スOツトル　レバーFR轍Y槽」邸ST蝋U　　�概1胤ε�o運転位置無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転約52．5Hz（1575min｝■）60Hz　運転約63．OHz（1890min…1）　〈注意〉　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周　　　　　波数調整スクリュ』で調整してください。　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hz　　　　　または60Hzになります。母電圧謹ダイヤノレで規定電圧にあわせま洗50Hz　運転200V［400V］60Hz　運転220V［440V］※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で　　使用する場合廼レレーかをr・N』にすることで送電状態になり就畷ゆ危険：響けカミ　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー　　　　　や使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認し　　　　　てください。　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカーの操　　　　　作を行ってください。299−2．三相・単相切替機能（オプション）　　本機に三相・単相切替機能部品（オプション）を装備すると、出力仕様を　　三相4線式と単相3線式に切り替えて使用することができます。血臆物的損害　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して　　　　　いることを確認してください。〈注意〉　○出力仕様の切り替えは、必ず運転を停　　　止してから行ってください。万一、運　　　転中に切り替えを行った場合にはブレ　　　ーカーが遮断します。また、AVRの　　保護装置が働き正常な出力電圧が発生　　　しなくなるか電圧変動が大きくなりま　　　す。この場合は、AVRのリセットボ　　　タン（白色）を押して保護装置を解除　　　してください。　＜AVR＞リセットボタン。口ロロ��胆目〇三相・単相表示灯は、スタータースイッチを運転位置にすると点灯　します。エンジン始動前にセット状態を確認してください。　　　発電機点検扉（右側面）を開けたと邑　　　ころに三相・単相切替スイッチを設　　　けています。使用機器の電源仕様に　　　合わせスイッチのレバーを『三相』　　　または『単相』にセットしてくださ　　　い。この時、ストッパプレートを外　　　してレバー操作を行い、切り替え後　　　は再度装着してください。　　巴コ団［ヨ団O相・単相切替スイッチ」6　　　6　　　δ@　面一＼　　｝ストッパvレート　　　’辱��璽。6　　　6／ツ　e一　iσ判『　　　三相4線式、単相3線式出力は三相出力端子に出力されます。　『7一具　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ　　　い。　　　エンジン始動前にスタータースイッ邑　　　チを『運転・予熱』位置にして、三　　　相表示灯または単相表示灯の点灯を　　　確認してください。　　　エンジンを始動し、三相ブレーカー旦　　　を『ON』にすることで、三相出力　　　端子に電源が送電されます。三相表示：灯　　　　　　　単相表示灯渇鍾「三相単相電圧調整◎，単相ブレーカー309−3．200／400V切替機能（オプション）　　　本機iに200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操作　　　パネル内部に設けた端子台の短絡プレートを組み替えることで三相出力を　　　200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。�K・危険：感電　　　　○電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』にし、　　　　　運転を停止してから行ってください。二更翻的損害　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して　　　　　いることを確認してください。　　　○　短絡プレートは正しい位置に接続し、確実に締付けてくださ　　　　　い。」ユ本機騨初三相’および単相プレーかを『OFF』にし就　　　操作パネルを開いて、14極端子台の薫陸に接続している短絡プレー具　　　　ト6枚を、使用する電圧のセットに組み替えてください。三三粍12◎O／220Vセット　　　　　　����　　　　　　�����@�����������@�@���@����三＿／44。Vセ　／／一履＿一硲　ね��1��i��1歴1�@i癌韮b����あ1るi二丁關二字開3�C母　　　　三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。『7−　　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ　　　　い。　　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三相出具　　　　力端子に電源が送電されます。319−4．運転中の取り扱い（1）始動後の点検　　　○計器i類や表示灯が正常な状態か確認してください。　　　　（『5．装備』参照）　　　○異常振動や異常音がしないか確認してください。　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、　　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。　　　〈注意〉　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売　　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。（2）運転中の調整　　　○負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ　　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。團燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで　　きます。」口」燃料を給油し就具　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。　　　約30秒でエアー抜きが完了します。　〈注意〉　　　○スロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始　　　　　動させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。　　　　　エアー抜きが不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。　　　　その場合、下記の手順で燃料フィルターのプライミングポンプを　　　　使って、再度エアー抜き操作を行ってください。※プライミングポンプでのエアー抜き方法。」ユスタータースイッチを『停止』にしま凱陣　　　　燃料フィルター上部の、プライミング　　　　ポンプを20回程度押します。プライミングポ・プ　O附@　　　＼率f@　　　　　／　　　　　］　　φ哩一ゴ【　　｝　−　　τ　　　　　　＼t　　　　　　　　　，@　　　ノ獄　　　　　　　齢　一笈匙翼冒一→Ψトく凹1ヤi　　　　｛@　　　四燃棚睦l　　　　　　L　　　　　　π　　　　　　　　一⊃ココ’@　ン`＿冨329−5．停止。ユ鮪側のスイッチとプレーかを『・FF』にし就具欝操個ネルの三相・および単相プレーかを『OFF』にしま母ス・州レ匪をrアイドリング』の位置にし就邑約3分間・冷糠をし就旦．スタータースイッチを『欄にしま凱9−6．保護機能　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯　　　で知らせる機能を装備しています。　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。保護機能一覧表No．　　動作内容ﾙ常内容プレーかﾕ断エンジンｩ動竡~警告灯_灯異常時の状態1水温上昇一○○エンジンの冷却水温が高ｭなったときに作動ﾝ定値105℃2モ　ラj　ン^　ブp油圧低下一○○エンジンの油圧が低下しｽときに作動ﾝ定値0．98×100kPa@　　｛1．Okgf／c�u｝3充電不良一一○バッテリーに充電ができﾈくなったときに作動4漏電発生○一○漏電発生時に作動5過負荷使用○一一過負荷使用時に作動※手中の○印は作動することを示します。3310点検・整備螺ゆ危険：騰けカミ　　　　○必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってく　　　　　　ださい。その間、キーは作業する人が保管してください。盒注意：燈やけど　　　　○必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ　　　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。血臆火災　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検と整備を行ってください。稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。〈注意〉　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。　○表記の�S印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。　○エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ　　　さい。　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。34項　　目始業前_検20G時間ｲとに400時間ｲとに500時間ｲとに1000時間ｲとに各部の清掃・締付点検oエンジンオイルの点検・許○エンジンオイルの交換第ま回目宦i50時間冒）第2回霞以降@　○オイルフィルターの交換第1回目宦i50時問目〉第2回目以降@　○冷却水の点検・給水○エンジン排気色の点検○冷却水の交換　　○iまたは2年）水分離器内の沈殿物・?ｪの排出○燃料フィルターの水抜きと�換　○i水抜き）　○i交換）燃料タンクの水抜き○水分離器・エンジンフィーhポンプのゴーズフィルタ[の清掃　○i清掃）エ　　　　ン　　　　ジ　　　　ン　　　　側燃料自動エアー抜き用電磁|ンプ内のフィルター交換　○i交換）燃料タンク内部清掃��燃料・オイル・冷却水漏れﾌ点検○燃料ホースの交換　　�Siまたは1年）エアーフィルターエレメンgの清掃・交換　○i清掃）　○i交換）バッテリー液量の点検○バッテリー比重の点検○ファンベルトの点検○ラジエーターの清掃oエンジンバルブクリアランXの点検・調整�Sエンジン圧縮圧力の点検�S燃料噴射ノズルの点検�S燃料噴射時期の点検�C各計器の作動x告ランプの点検○漏電警報器の動作確認○発　電　機　側漏電遮断矯接地抵抗のm認○絶縁抵抗の測定○その他オイルガード液体の排出・ｴ掃　○i排出）　�Si清掃）35（1）エンジンオイルの交換初　回50時間目2回目以降200時間ごと包オイルゲージをはずし就具　　　　オイルドレンプラグをはずし、ドア内　　　側にあるドレンコックを「開」にします。旦　　　オイルが抜けたら、ドレンコックを　　　　「閉」にし、オイルドレンプラグを締め　　　付けます。1＼・誌オイルゲージオイルフ，ラ　　ll　ドレンコック　　　　　’オイルドレンプラグ厩．oe�@o旦　　　オイルゲージで油面レベルを確認しながら、オイルフィラからオイ　　　ルを上限レベルまで入れます。邑オイノレゲージを締め付け就　　く注意〉　　○　エンジンオイルの交換油量及び種類：は、『8−1．エンジンオイル　　　　の点検』を参照してください。（2）オイルフィルターの交換初　回50時間目2回目以降400時間ごと具　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要　　　領で、エンジンオイルを抜きます。母　　　フィルターレンチでオイルフィルタ　　　一をはずします。母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ　　　　トにオイルを薄く塗布します。　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、具　　　　シール面にガスケットが接触して　　　　から、フィルターレンチで　　　　『11回転』締め付けますみ　　　　　　4母エンジンオイルを給油し戴　く注意〉　　○　フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に交　　　　換を申し付けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　36○オイルフィルター品番いすゴ品番8970497080（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換清　　　掃200時間ごと交　　　換500時間ごと　　　エアークリーナーのクリップをはずし、包　　　クリーナーキャップをはずします。毛レアーフィノレターエレメントをはずし就エアークリーナー薇　　　　　　　o畿ぱ・・＠碧　　＿諜　クリップ　クリ　ナ　キャップ　　臆＼＼“騨函　　グ締母　　　エアーフィルターエレメントを清　　　掃または交換し、逆の手順で組み　　　込みます。　〈注意〉　　　○クリーナーキャップは、必ず　　　　矢印方向を上にしてください。　　　○ホコリの多い場所で使用する　　　　ときは、早めに清掃してくださ　　　　い。クリーナーキャッエアーフィルターエレメント○エレメント品番いすゴ品番8972319000團エアーフィルターエレメントの清掃方法く乾燥したホコリが付着している場合〉　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け　ます。〈カーボンや油分が付着している場合〉　新品と交換してください。囲目詰まりインジケーター　エアーフィルターエレメントの目詰まりを　知らせるインジケーターが取り付けられて　います。　○インジケーターの窓部に『赤色』が出　　　ているときは、使用時問にかかわらずエ　　　レメントの清掃あるいは交換をしてくだ　　　さい。　○清掃あるいは交換後リセットボタンを押　　　して赤色シグナルを解除してください。　グ菰目詰まリインジケーター　　／一リセ・トボタン◎一　　窓部　　　　　　｛赤色シグナル）ン37（4）水分離器の水抜き点検始業時清　掃200時間ごと　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレベルまで浮　上したら、水抜きをしてください。旦コックを緩め就母水抜きが完了したら・コックを繍ナ就カップコック榊●●水抜きレベルフロート〈注意〉　○水抜きが終わったら燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）（5）燃料フィルターの水抜き水　抜　き200時間ごとユ、燃料フィノレター下部のコックを勧ま飢具エアー抜きプラグを雪隠包　　　水抜きが完了したら、コックとエアー抜き　　　プラグを締め付けます。　〈注意〉　　　○フィルターの水抜きが終わったら、燃料　　　　系統の『エアー抜き』を行ってください。　　　　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）（6）燃料フィルターの交換エアー抜きプラグ1　．　警　一黷T　　　　　　　　　　　　　　　蟄奪紬ゆ』1隠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層…／蓋燃料フィルターフィルター栓＼　　コック交換500時間ごと具隠題ぞ使用して『ブイルター』具フィノレ桑川栓を緩め・取りはずし就　　　　新品のフィルターにフィルター栓を取り付け、　　　　ガスケットに燃料を薄く塗布します。旦　　　　フィルターをねじ込み、シール面にガスケットが接触してから、　　　　『3／4回転』締め付けます。　〈注意〉38○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を　行ってください。　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）○燃料フィルター品番いすゴ品番8943692993（7）水分離器のゴーズフィルターの清掃清　　掃500時間ごと　　　　コックを緩め、次にエアー抜きプ母　　　ラグを緩めます。具コックから燃料が出なくなったら　　　取り出します。リングナット　　　婁カップ‘o鱒謝ックエァー抜きプラグゴーズフィルターリングナットを左にまわし、カップとゴーズフィルターを邑ゴーズフィルターを軽油で洗浄し逆の手順で組み込み就締付けトルクリングナット15N・m｛1．5kgf・m｝エアー抜きプラグ10N・m｛1．Okgf・m｝　＜注意＞　　　　0ドラム缶入りの燃料を使用したときは、ゴーズフィルターが目詰　　　　　まりしゃすいため早目の清掃をおすすめします。　　　　0コックを緩めると燃料がこぼれますので、受け皿を用意してくだ　　　　　さい。　　　○ゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料系統のエアー抜きを　　　　　行ってください。　　　　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）　　　○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。（8）エンジンブイ＿ドポンプのゴーズブイ　1獣§ζ1聯螺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　ヘコ響幣5・・時間ごと　」蒲灘⊂二黛1∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ロ　　く毛レイ柵を取り外し就　　癒1・驚・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l）一　　　　の。銘具アイボルトの中のゴーズフィノレ匹田を取η一…　、　　　　　　　　　　　　　　　　39り出します。具ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込み就アイボルト締付けトルク19．6N・m｛2kgf・搬｝〈注意〉　○　アイボルトを取り外すと燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を　　　　用意してください。　○　ジョイントパイプの両側には、ガスケットが取り付けられています。　　　なくさないようにし、組み込み時は忘れずに　　取り付けてください。○　ゴーズフィルターが破損したら、アイボルト　　とセットで交換してください。○　ゴーズフィル二一の清掃が終わったら、燃料　　系統のエアー抜きを行ってください。　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）蟹／知険禽＿、○　組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。○　アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）5　1　5　7590270�@いすゴ品番897063　1　550�A（9）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のフィルター交換交　　換1000時間ごと邑　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。具　　　交換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。〈注意〉　　○フィルター交換時、燃料がこぼれま　　　すので燃料の受け皿を用意してくだ　　　　さい。　　　　　　　／�M　　フィルター　O　　カバー一＠　　　　　　　　　》○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行　ってください。　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。○フィルター品番いすゴ品番894337022040（10）燃料タンクの水抜き水抜き200時間ごと包燃料ドレンプラグをはずし就邑　　　　給油ドアを開け、燃料コック操作窓　　　　より手を入れて、燃料ドレンコック　　　　を『開』にします。包　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを　　　　『閉』にします。包燃料ドレンプラグを締め付け就燃料コック操作窓給油ドア司，，璽’＼@　＼i隈　　　iioI，＼Ji媛審，詠　　、、」、、、_」ﾗ・派こ。吼　　　’　　　，’　　，’　　’　　’亀、　　”／　i　，’�jこごこ、、、こ、財／燃料ドレンプラグ（タンク洗浄時用）＼o燃料ドレンプラゲiタンク内水抜き用）燃料ドレンコック（11）冷却水の交換交換2年間または1000時間。　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ　　　エーターキャップカバーを開きます。旦ラジーターキャップをはずし就母　　　　ドレンホース2本のクランプを外し、　　　庫外に引き出します。邑　　　ラジエーターのドレンスクリュ及び、　　　エンジン側のドレンプラグを緩めます。邑　　　冷却水が抜けたら、ラジエータード　　　　レンスクリュとエンジン側のドレン　　　プラグを締め付けます。母　　　　ドレンホース2本を、元通りに取り付　　　けます。　　　サブタンクステーをはずし、サブタン　　　ク内の冷却水を排出します。具　　　サブタンクを元通りに取り付け、　　　　『FULL』レベルまで冷却水を入　　　れます。母　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱ　　　いまで入れます。凶一　　。　　♪＞　O　心ラジエーターキャップカバー　、＠　　o　　§無記．鑓ラジエ＋プ。一、ト＼9μ批　　@臨、、賦ドレンホ　スく　ヰ　　／権」譲悩r四熟蝶k⊇》）ll心／・。／サブタンク／応1・軸　　　◎　　〜　　　◎1脚　　　　　�D1韮幽サブタンクステ　　　N41運Lラジーターキャップを締め付け就包　　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、ラジエータープレートを取り　　　　付けます。〈注意〉　○冷却水は『8−2．冷却水の点検』を　　　参照してください。11長期保管O危険輔けカミ　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が　　　　保管してください。血注意：火災。やけど　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って　　　　　ください。血注意：火災　　　○　燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。（1）保管方法　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して　　ください。母バッテリーをはずし四三エンジンオイルを交換し就ユ燃料タンクと燃料フィノレターの�鰍�抜き就邑　　　各部を清掃し、湿気・ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保管　　　　します。〈注意〉　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ　　　せてお読みください。42・（2）二段積みの方法O危険＝けカミ　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項　　　を守ってください。　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこと　　　　　を確認してください。　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ　　　　　い。　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　○発電機と発電機との問には、指定箇所に同一サイズで本機幅より　　　　　長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。　　　○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大きい　　　　　機械はのせないでください。　　　〇二毅積みの状態で機械の運転をしないでください。枕ホ詣定籔所　　＼鑓　　舎段積用枕ホ位置12故障時の対応φ危険：感電　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。血注意、けカく　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。血臆燈やけど　　　○絶対に火気を近づけないでください。　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。43本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。故障の状況推　定座　因処　　置スターターが回らない1．バッテリー上がり1．バッテリー液量の点検・充電または回転が遅い2．バッテリーの劣化2．バッテリーの交換3．バッテリー端子のはずれ、緩み3．端子の取り付け、増締め4．バッテリー端子の腐食4．端子の清掃5．スタータースイッチ、リレーの不良5．指定サービス工場で修理6．スターターの不良6．指定サービス工場で修理スターターはよく回1．燃料の不足1．燃料を給油するるが始動しない2．燃料フィルターの目詰まり2．燃料フィルターの清掃、交換工ン3．ゴーズフィルターの目詰まり3．ゴーズフィルターの清掃、交換ジンが4．燃料系統に水が混入4．水分離器、燃料フィルター、燃料@　タンクの水抜き始動5．燃料系統にエアーが混入5．エアー抜きをするしない6．外部燃料タンクとの配管接続不良V．外部燃料タンク切替えコック（三6．配管の点検V．コック（三方弁）の点検方弁）の操作不良8．燃料カットソレノイド（モータ）8−1．ヒューズの点検、交換が作動しない8−2．燃料カットソレノイド（モータ）の点検、交換〈外気が氷点下にな1．燃料が凍結している1。寒冷地用の燃料を使用するっている〉2．燃料系統に混入した水が凍結して2．燃料系統の水抜きいる3．予熱装置の故障3．指定サービス工場で修理エンジンは始動するがすぐ1．燃料フィルターの目詰まり1．燃料フィルターの清掃、交換に停止する2．ゴーズフィルターの目詰まり2．ゴーズフィルターの清掃、交換3．燃料系統に水が混入3．水分離器、燃料フィルター、燃料タンクの水抜き4．燃料系統にエアーが混入4．エアー抜きをする5．外部燃料タンクとの配管接続不良5．配管の点検6．エアーフィルターエレメントの目6．エアーフィルターエレメントの詰まり清掃、交換7．オイル不足7．オイルを給油エンジン油圧が低い1。オイル不足1．オイルを給油2．オイルフィルターの員詰まり2．オイルフィルターの交換3．油圧スイッチの不良3．指定サービス工場で修理4．油圧計の不良4．指定サービス工場で修理5．オイル不適当5．適正な種類、粘度のオイルと交換オーバーヒートする1．エンジンのサーモスタットの不良1．指定サービス工場で修理2。水温センサーの不良2．指定サービス工場で修理3．水温計の不良3．指定サービス工場で修理4．ファンベルトの緩み4．フアンベルトの点検、調整5．冷却水の不足5．冷却水の点検、給水6．ラジエーターコアの目詰まり6．ラジエーターコアの清掃44マフラーから黒煙がでる1．エアーフィルターエレメントの目1．エアーフィルターエレメントの詰まり清掃、交換2．噴射ノズルの不良2，指定サービス工場で修理3．燃料不適当3．清浄な燃料に交換するマフラーから白煙がでる1．オイルの上がり、下がり1．指定サービス工場で修理2．燃料に水混入2．水分離器、燃料フィルター、燃料タンクの水抜き3．噴射ノズルの不良3．指定サービス工場で修理4．冷却水温が低い4．春機運転をする5．エンジンのサーモスタットの不良5．指定サービス工場で修理電圧計がふれない1．電圧計の不良1．指定サービス工場で修理2．AVRの不良2．指定サービス工場で修理3．配線の断線、端子の緩み、外れ3．指定サービス工場で修理4．初期励磁回路の不良4．指定サービス工場で修理5．発電機の不良5．指定サービス工場で修理6。AVRの保護装置が作動6．AVRのリセットボタンを押し保護装置を解除する定格電圧にならない1．電圧計の不良1，指定サービス工場で修理2．AVRの不良2．指定サービス工場で修理3．電圧調整ボリュウムの不良3．指定サービス工場で修理4．周波数が低い4．周波数を調整する5．周波数切替スイッチの誤セット5。周波数切替スイッチを正しくセットする電圧が高すぎる1．電圧計の不良1．指定サービス工場で修理2．AVRの不良2．指定サービス工場で修理3。負荷ケーブルの誤接続3．出力端子への接続位置を正しくセットする4．電圧切替（オプション）が4004．電圧切替…を200Vセットに変Vセットになっているえる機器を使用すると電圧が1．AVRの不良1，指定サービス工場で修理大きく低下する2．負荷接続のアンバランス2．接続を変えバランスをとる3．周波数が異なる3．機器の指定周波数にあわせる4．使用機器の電流が定格をこえている4．使用できる容量の機器に変える5．周波数切替スイッチの誤セット5．周波数切替スイソチを正しくセットする6．AVRの保護装置が作動6．AVRのリセットボタンを押し保護装置を解除するブレーカーを『ON』にで1．ブレーカーのレバーが『ON』と1．レバーをいったん『0即』にするきない『OFF』の中間位置になっている2．負荷側の短絡2．負荷側を点検する3．漏電警報器の作動3．漏電箇所を修理する4，サーマルリレーの作動4．サーマルリレーをリセットする5．三相・単相切替スイッチ（オプシ5．レバーを『三相』または『単相』ヨン）のレバーが中間位置になつ位置にセットするている6．単相3線式、400Vセット（オ6．電圧切替を200Vセットに変プション）になっているえる45幽�@DG450U図1−QP主回路図三相200／220Vブラシレス交流発電機　　しX−E　30DL「’…一一’一”甲一門π｛’1　　　　　　　　　　　　　　　　，、！1　竃流計（Q〜150A）53萎群ハにじトτ（トトWレ11搬濠境〕智スイッチ60Hz　4．iA50卜｛z　3．？A　　）　　A　　5　　／茎・OTξ冒（レー　　（　　　匪しょ鍔aドリ｝レkP馳3レ　周渡数計（45〜65Hz）「｛〉（⊃）111■　　8，121》了　　　しぬ　　　　　　　　　　　　ラ…i魯｝一−響1ぽ暴　　　　　脳嚥　　　　　W轟　　　　　　…　　　　　　…　　　　　」…曹K7讐■11了うコ（T7）璽F　　　き・2，8・kCτ2G50／5A｝14」。，o　　　　（τ9）i！：○《）ひ’5・唄32−6（趣T1）（1ヨ丁2）（驚に＿（熟τ1箋）CM　8�梶`；55旗n2u中継端子台　卜18」）｛K）KO＼O鳩生剥　　　Y＞の　博〉、　G」　uv34E3　A＞R　　　（DSト100＿2FA）K　　　5　　　4　　3　2　…ぐC絹@　　　　　　　　　　’G、YoρR1Br@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Acc　　　　　　　　　、v爪　　　　A　　　　〈f　　　Y　　On唐n　60　5060gz　Hz　　目z　Hz@o　／o　　oRA冒／し　　　　　　　　　　　　　　　　　　OClCN2　　　　　　　C卜霊2@　　　　　一差　　G106OC12V＋B88竃4瀟m2　過＠転検出ユニ＝ツトU2　　　　　　　　　　　　　226　　　　　　　　　（Acc）W9一茎董（SH丁）W一一96（丁澗　　　　　　　　　（Aoc）冒　　51　（S鎚τ｝冒σ：2）Y　電圧言†（0〜300V）〉VNCC81〔125A丁）樋8　　　iGNO一　　　1　　　溜E3　4　3リード線色曇笥．癌　名　黒　臼　縁　貧菩蹟蝕聡　8　w　R　G　Y　8P　し　Lg　Or　Vi　Gr蘭液数切懸荒スイツヂ併し／騨3雛C報無w／L20Q／；〜20V（赤）B｝　R（赤・湯p1君（臼＞8（臼・5’6R・1is（驚＞B野○SHT　Tσ1）Y　　＿lOCI2V）●（τ2）Y）14m経｝2（熈，o）0過回転検出ユ＝ツト0＜｝Y6（》）Y　2iN）Y@　¶0＠1（Z1）YiZ2）Y8ZCTC崩一　　　一（3QmA滞電リレー@　◎jSEC）（440V1・5μF）C漏⊥（E）Y鷺凹CCB2宍（75AT）門88m癬2讐L曵鑑　　　　　　　　　　、i赤，u）、＼，＼　1u（瓦冠）　　　　　　　　　　．＼一○／��馨m震）S討T　σDY�（T2）Y（DC　12V）宍じ）雲9唖　　▼■ヨ．5m臨2三三　農乙贔長漏電接地蠕子ll］ll］CN3τ00ハ10V　7SAτ00／11◎V　75A｝器恥　驚50RjΩ9脹K　竃＠　蟹／YZ凄CN4Z2浅紀1。コネクタの蠣箏配列�Iは、ワイヤハーネス倒のかん愈恋より児たものとする．2．リード繊嚢きと曲紀号の腿侮を狡しに詑す83．り一ド熱スト・5イフ色は、埴芭ノスト5イフ魯で妃す●4，簿示な沓り一ド綜の太εは、O．85恥m2または◎．75r蘭2とサ蚤，5。カツコ内紀留は、繍ほまたにスリーフ笛をます9｝00／110V　15A×4膳刈　電流計（0〜150A）単絶ヨ相　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AS50U図1−QPC　主回路図　　　峯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5《単櫓／三≡季且切賛イ寸き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭流切層　　　　　　　　　　　〉一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔スイッチ　　　　　　　　　　　　⊃　　　　　　　　　　　）��　弐　ξ！oα⊃αε、　　　　！@　自⊃@　oaα：趨波数計　表示灯　衷示鰐i45−6S日z）　（隷）　　（赤）　　　　　　、　　　　！　　　　、　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電圧計　　　　　　　Pし　　　Pし　　　　　　　　　（0〜300V）、　　　w／し�F（1。容差）さ）雌暫翼ノG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s1@　ブラシレス交流溌電機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε@　　　し×一E　30DL　　　　　　　　　　　　　　睾；一’響　”’……　咽剃一”噂｝幽’一曹一1　　　　　　　　　　　　　　T1aまも�St。導》‘，iW／8q【b（H。むGbN・@脚・）コ痺§査　　　　　　　、T0トlz　4jArQHz　3，7A　CNsbτ等fso／5A）@　　　　　　　　　（T7〕層w…相セットQ00／220V；k？腎＼「τ　　1ラ「臣　　　　22斜鍛2　　短絶バーA。，，1）TB　．暦CC81i125AT）麟8　　且@　　　　　　　　　　　（赤）BwH（赤　17〕（蕨…21じ〕（亦・湯p｝　　副　　●戟@l重，o．　　　　，　　　，E2．8’唱．1D81　　　　　　　　　　〔白＞8r？　1（磁」2）B〜u2　i著びb！o（窃’s）き　　；嘯P01ト鳶1勅�o　　　ロσ9）；3．9丁11罪1廻｝嘲印（惚，T3）B　　　9i驚，丁）（　　　　　　　　（驚＞8！78i→，1‘鷺．T9）ゴo　o／τ9　1；14『『T2　1…　．W1（黒，2D（解c）��　瓢○／（黒，T10）（T1）Yﾐ2）Y（DC12V）P14m偽含　　馴@　1丁肇2　　　　　　　巳C　iσ◇1oCτ2f＄0／SA）　　　　”（黒，T12）8　　　5@　　】（繍，o）書．1冒2口（煎，η1）B−闘1　ー「レー孕1ー，8ー‘闇ー喜魯　1■■ー‘■i，膠ーレ纈　ー1闘ー■L■6●　　　　　丁gi●��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　遍�H璽去襖出ユ＝ニツト　◎くコﾖ）Y　　　　　　　　　　　　　　（z毒）Y　　　　　　　　　　　　　　ZCT．一．．@　　　　　　　　　　T6　114m222冊殿2T3　；2（3：4．iO’ｿ　　　；C！i、．1、1糟1（Z2）Y毒�該P。｛響、1．．o　　　　　　　　　　　　　　　　CN4　　　　＿潤電リレーi3。。AO」＄EC）　　（440v1・SμF〕C噺　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　：｢　　　　　！樹1・8鵠鴇2R　一吹@一噤@一一k　　　　　　　　　　　15．5鵬m2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中継嬬子台　　辮8@　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　「」　　　　　　　弓Vヨ4，1a納蒲28m構2o@　　検出ユニ：ットu2　　　　　　　　　　　　　果NCCB2　　　　　　　　　　　　　　8mr02　　　　　　　琶馳卿　　騨　　一廊胴1・（赤，311〕欄齢o暁3。．「，、罰、勲黒，の臥（みβP　　　O○脳罵一Y　　＼＼　　漏竃接地鱗揩撃戟n@　　　ll］@　　100／↑留〉〉B（齎’411も華（驚4C）　　　　　撃C剛塞僑，、）＼G・uv34ε3　AVR　、DSト，・研2FA，K　　5　　　4　　3　2　1〉（胃，4D　　　Oi・〉「1、O亀○山／�F　くK）G（Acc）翼9鰹∋11（s8了）w雲讐CM@　　　　、Y　　　Or・@　　　’R、Br　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津@　　　　　　　　　　　　　ACC@　　　　　　　　　　　　　DC12V＋くjl自＝CooX7−981，｛◎o燭．σn婦瞬←一一’認1σ1）Y●Nl@　n害A　A　　CN2浴^し　　　　　　C卜12GND一心一一（（Acc）塀51〔s8T）冠σ2）亀帽σ2）Y　s8丁iDC12V）@　　　　　　　　　　塁　　　　　　　　　　　）妻9果o35恥働2　　　　　　ノiも50608z8z　oY　偽。R@5060@鷲欺霧｝▼　7u）三曇壽善◎9◎’婁CN6、ノヨ将1K「器。梶[ド簾毯掻1陣Q輿ﾃ昌、34一　　　鱒鵠僧調蔓妻餐綴漣敗切8えスイツチ≧≦。筏　　　OrCN3ア昌／L恩3［4ﾛ色名　烈　織　貫　胃著譲　梗　累色紀号　8　観　R　G　y　8P　し　し9　0P　Vi　Gr」＼潔劃》＼ン「器浦　整508ｲΩ9圧K　躍韓　　CN3握／LN／LW／Y　　Z1幽注妃C村4Z2RεしAY　CNSW／B　W／G6NCG／響R／W　　　B戸　　　WLコネクタの蛾子配朔面1ま、ワイヤハーネス側のかん愈面より死たものとすう。2．リート鳳色と色紀餐の開係毫烈1。に妃すψ3．リート線スト5イブ含櫨、地魚／ストうイフ��で紀ず．4．撫示霞」二きリード隷の式さは、◎、85用鵬2駅ノこは0．75餓恥2とする。5．カツ⊃内紀壁は、繍番まλ：はスリーフ色を示す．虚巣榴セット100／1董OV　　　200／220V，◎O／等10V　75A100／雀毒CV　7SA15Ax4］［田益o楓益砦麟藤融‡］鼻GO　　雛流計（O〜75／1SGA）G450U図1−QPD　主回路図　　茎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5§Aト　　　r　鞠榊　開　、羨1　　　　　周波数欝　　　　　　　　　　　　　　　　璽圧計　　　　　　　　　　　　　　　．�@…三相200／220V、　400／440V切餐警付き　　　電畷切憎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイッチ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞@　　　　ブうシレス交流発電機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£@　　　　　　L×一E　30DL　　　　　　　　　　　　　　翼@　一”一｝……　幽．マ｛騨1　811，，、、�ICN6ｵぐら3≡≡ノ〔ぶ声　　CN5K　秀　）く丁7｝��蚕）養）塁8隠：う会51　　　　　　Φ§〉コ§ζコ（拍）「，　　　　　　　　　　　差　　　　　　　　　　　）P4mr♂乳β§kマ1警3じ鋤「P（赤，T9oNCCB釜曹QSAT）鱒8　　曾@　　　　　　　　　　　（泰＞8；｝　　　　　BllL轍・1轟響i｝（郷傘¢き　1猟　1〜日蝋1　　　　　　　〃￥？｝E（aJ2）r　　　　　81　　　　　　　　　（白）81　　　・u21」�求fSpL　　　　　　　　　　　�dミ…・T10：ヨレ〔馴。1●巳、幽　　　　　　　　　（胃）8丁毒1」1季z（際」）／τ8…1…ぬ；’P1　，1；　事ゴoO下5ヨ〆し　　　　　　　　　1T8了揩b遷2V）�`�_了，5匿（無」11〕〔丁1）Y■／霊下5　　・1醒14rn痢2　200／@400／tR　一t＄@T　−@o@　瀾電@吉・1σ2）Yi　　　　（無，O）γ12　　11　　　辱G・蝋’W211I　　　　　Bτgi14閲三s酬1●T61．L8　賢騨；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　適圓転検出ユ：＝ット0頑iu）Y　　2　　　　3　　　　　　（z1）Y　　　　　　　　　　　　　　ZC丁T3　；　1　　　3P2田　　；；6　・贔（贔，τ闘…Yζδ　　・z2・Y／＜≧　　1　　1@　｝　　；@　」　　1@　き　　；@　1　　3@　2　　：@　…　　；@　｝　　：@　1　　；@　1　　：@　1　　3@　｝　　一bトロ●、　　　　　　　　し職げ｛1判1蝶1僑，勘B＜　　　　．．’ﾋF）　C＝　　　　　　　　　　　　　●@　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　；k　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　！11’鳳’⊆冊；F婚i1・舳2w辱　　　　　　　　　　　　　　　・10　　　4@　　　　　　　　　　　　　　CN4溝職リレ｝@　　　　　　　　　　（440V　1，5（30環AOJSEC）@NCCB2i75Aτ）赫8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ξn巾2　　　li｛　　　1」＿一．＿」　　　1；一　「　7　▼　一　　　　　　　　　　ls．5醗恥2�胴；・G50／5A）”φ継欝釧6117　　　　　　　：　　　200／220VI@　　　40◎／44GV　題翻転　　　　　　　　　Y沛oユ＝ツトリ2筍（E）Y@更@琶＼讐紫臥π　（赤，u）絢臨罵OI＼域Y1＼Φ（K）〉〉G・uv34E3　AVR　，DSト，。餅2FA，κ　　　5　　　4　　　3　2　葦丞　　　（寳，w）o聖○＼〉、ノ�F一　uG、　　　　ノY、Gp@ノ衆�d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■WP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　Acc↓隔1畿脇＿．σDy！（）L＿（DC12v）雲琶縄＼　！ノ鋤噂　　　　　一　CNIE」A　　　　！卜RA甘／し　　　　　　　　　　DC12V÷＜コb鰻2　CN2@　　　　　　　　　　G�笈黷ｭ　　　　　　　冒iAoc）W　　Sl　　（SHτ）翼@　　　　　　（T2）8｛◎a　　　）（τ2）Ys目τ@　　　　　　　　　塁　　　　　　　　　　）駆））署K＼○蚕〜○揩p＠GSO　60ﾅHz@oρy　　　　r’@5060@Hz　Hz一弟　　　　�l0　6　9◎ノ隔／し▼　　蝕臼）3一9R，5職含ｶ　　　至ε3罪3f鞠　　、OP醗癩リー一ド撚邑搬、．照白琢縁翼藁殉著紀　趨8wR¢YBpしLgOrViGn罵波数窃憾κスイッチ潔　置　ン　　　　　CN3−　　　　　　　　　CN3〉＼ン＿凄」＼＼；蜜｝�`認粉　驚5�p踊Ω9圧K　電＠肌醒Z蕃CN4Z2　CNS慧CN6糧／8調　DiOO巳浅1己1．コネクタの購子配死國は．ワイヤハーネス側のかん台醗より見たものとす｛5．2。り一ド縁穆と二色霧己書の縄係を衰蓄．に讐己す“3。り輔ド蘇ストライフ色は、壇自／ストライフ巴で紀す・4，撫示な：褒リ“ド織の太さは、O．85mrnZ駅欺は0．？5痢開εとす蚤。5．カッユ内記q信：、隷善葎たはスリーフ糖壱示すo400／440V瀾電接塘端子ll］，鵡1脚論．脚ll］、2£身61瀦＿lQO／UG＞篤5Ax4冨○○＼斜o○く曹麟藤識‡］心Φ題流計（O〜75／150A）垂樹目ヨ据衷示灯表示灯G450U剛一QPCD主回路図〉A＞7　騨　鞘　鼎　　「　厨波数醗i4S〜65Hz｝、（緑）！、（赤）！o　．RT．651．圏21��ノPし、！Pし、　電月i雲†i0〜600V）三相2GO／220V、400／440V切習付き電流勇雪XイツチCN7i甑．粥伺1≧弐oユにoりに�@τく更C縮∋著w／し単相・三掘切替付き口⊃3に¢（A（董α）ζ鐸村／B〈α⊃εロユ3＝弐w））鳳卜レ〉甘／G＜騨／G▼響／GGb嚥C）））608z4jA51�@　Φｽ⊃〔τ91幽〔Ilb奪50Hz3．7A99‘1．`〕「「⊥触・・三書プ5シレス交流発羅機31膨翼ノ8Gl。琴ε§葭≡；罵w20LX一ε30DLe93汀f6「D勲麟CCB箋CT1〉アト322mm歪肇4朗m2短糖パー62SAD煙840（1一”・｝’冒一’”一”層一”’皿『’一uko｝●oG50／5A）秤，（赤，τ…）藍罰…lId1了11，〜疎｝8（赤）8：11（赤，T？）（ajC）（琢’Re恥F〜｝￥iiτ45甥○蝋B｝蚕塞蝿η｝幽：巳［藝τ1D8（白）B〜u21io（臼・S）ﾂ〜・si葺；旨10燃（氣，Tlo）1：τ10き謬員1」22繍2（耀」〕儒）8｝！↑8i：i1蝋iゴOE丁ヨ〆丁樗1�_s8τ�_『T2：（磁」1量）（旗2c）（Tl）Y●1／嗣IIB（黒，2D’@　　oてン　hDC藁2V）14m諭2翠：，121．；（T2）YIl鵡【：w；〜ll‘1；（eJ2）8璽（黒，o）．Y01T9＝騨…（繍，下、2）「8過回転検出ユ＝ツトQ＜卜：τ6lI；；HT3；2（u〕Y2（3（Zl）YZCT18　　；6（甘〕Y122G｝（Z2）Y／l：ll．i「（潔．T9）畢睾0）4E：1碧げし“9繍難溜電リレーCN4一：ノ（胃，τ3）B1門f（440VLSC冒冒爆拝F）洞き：●w；（30田Ao．1SEC）1L紳｝・8・・2ll：き↓｝溢瓶5顧鳳m2一」　　　：｝Y週回転　一iE）Y7：…CT2｝8穣a2臣　検出ユ＝ツトU2畏き一りV34霧〔15・ノSA・塀中燃狛圖；●8鴫癬2騰CCB2摩一K曽」20。／220vl8m餓2「畠’『｝ﾏ興8（赤βID（u2（75AηN8，4◎0／440Vo（潔D8（赤．u⊃杢（毒，u）＼（赤，3D’@　　　o脳罵○＼：」）YUV34ε31＼）ウ〉」AVR（DS丁一肇00−2FA）｝8（驚’4もD＼撃Gi（暫c）議〉K5　　　4321構，4D．@　　　oB〔犠，w）（河湖）＼／蒸工C堵0「R（A。c）w9理G11（5H捌雲GY8P瞬Accoos卜IT975モ98σD騨｝．（T1）Y（DC12V））／、　’、DC12V÷rくコ，●●　■！��CMV　U《　　　　爪爪CN2（Aoc）騨5XS日マ｝H「…α］節3．5槻m2CN2GYr獄wし（τ2＞8直臼8〔〔GND一司咽印▼（了2）Yじo・艦．SO　60SO　60差盛…ゆ6）ユ曇」8z8z目z8znOφCN6＼ノ婁ヨ軒CN7！階早騨小↑・A　A@も翼／B乙≡…鹸ε343。蟹，、3」o諺口算134り一ド繊色鋭1．爾波数切癒えスイツチΨ・調一CN3蚕o｝oB／Y趣　名愈紀　導ン」」R｛三しAYDIQO鶏蕪B＼＼＼G監＝露ンCN3CN4CNSC村6白響W／LWL／Yz1Z2W／B／G騨／RWG亦R二縁G90R畠矩一貫Y電緩調蓬器＼萩8P（2KΩ5w）w／8露L注記8暫譲Lg1．コネクタの蝋準配麹�Kは、ワイやハーネス鰯のかんδ瀕よリ髭たものとサる．鍍oρ2．ワード織偽と愚紀讐の瀦係を照1．に紀ず．銀Vi3．ワード隷スト…ライフ色は、地触／スト夢イフ趣で紀す。級Gp4，指承厭灘り一ド餓の太霞惚、O．85rR構2駅たはO。？5隈m警とする。5．カッ⊃内紐慾は、繍看またはスリープ偽を承す。三相セット200／220V400／440V書洞電接噛端子単栂セット100／110V　　200／220Vーll］、紫繍撫．，鯖ll］100／HOV　75A（……≡娃3400／440V鱒37．5A）等OO／110V　葦5Ax4［国斗皿・楓斗四廊d麟伊藤譜‡〃bっ宦宦_駆OO＜菖麟藤謙‡］�kα○’DG450U図1−QP制御回路図CM8C糾5CN6CN7　　　し／弱　LオルタネータD！00E齢馨酬8虞Bし／Yし／Rモータストツパーオルタネータc椙7Hε840s5Y聾2V−50A水溝tzンサ翻閣…一．○ゆ水温スイッチ水湛センサ燃科ポンフ爆料センサ謹圧スイツチ　液薗センサiオィルガード）8G／騨Bεし臼油圧センサ邑親一＿」」撃聖早臼1CN6早醗モータストツパーΨスタータCN51拶‡　61［〕o島Ψ♀水瀟センサ＼AA（グ0一フ5グX4OOV1A）（N（一験Q�tQ（）≦氏9氏曽5貌o◎σε））土摯｝　…1．3BΦ、ρ翻9」ミミ＜o⊃E8401痴≡≧嘲願8蓼」」」一一，口＜〉一ンオイルガード薗■．Cm　7『一十3ン」ン＼’ノ、’C燵7’＼α笥、’、8o露榊8てΣ二＿二σα�Iゆ錫バツデリ＼＼■V．vvvy、○2033」：鷺　α＝_　　＼＜u箒wUM@十R＿J　J」95031ao肇B1．1α⊃　　　　一cjター表那α鷺／8uり，℃Y、　8／Y‘R輻、，脚冒／臼w／B　R2oヒューズポックス、鴫w賢，（コ、峰圏R警8r　し／Bα曜N甘冒甘械》．く　冒〆倉‘CO婦／R響w，冒iαNρ魯6，9■，61冨／G　く　B‘○；1。・L，，●●♂ンRら8／尉粥，C鰻a引　q`嘲「ω弊鰭仔止＼甘／G智3一スイツチ8888囑．51●輔，咽r●口りF調ミミ【D繕跳⊃ミミ（500VlA）かU2畠欄u⊇濡響ンCN口〉◎⊃…お　　≧」コ’�d　　DlOOεG伽：ミ山牙＜津掃／B梶　Y（ミミぐミゾCN筆3vL∠　“`　A　Aソ　　’@A’、「δ」ミごAA　愚　Aほ⊃A〉餌CN93α⊃リード隷懲薮1．四〔一伊03oα）α》Q9予轍A」しに津、＼云3、3α⊃つoに訴3d〉a⊃o＼＼3αコω四箕CMC3αユ津o⊃魯名色紐　騒Lし））…uりCm4雰Φ＼，》αりりu3��oo》〉＼＼�toコの1し黒8CN等Sいαユ2C醗2［ト11ICM5璽」にα｝》．凶154312十も寺も｝÷も一8111鰍w1響．1璽＼＼巴Bc213562543168A16543億DmRE�C12δ534決。調國曲糊．保証書　　　（Type−B）このたびは新ダイワ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お買い上げいただいた製品につきましては、つぎの通り保証いたします。1．保証期間無償保証修理を受けられる期間はお買い上げ日から1年間といたします。但し、つぎの使用開始後の累計時聞を経過したものは保証いたしかねます。　　・発電機　　　　　�@1G　kW未満は600時間　　　　�A10　kW以上は1，000時間　　・エンジン溶接機　　�@ガソリンエンジンは600時間　�Aディーゼルエンジンは1，000時間2．保証内容保証期間に通常の使用状態で本機を構成する部品に材料または製造上の不具合が発生し、弊社がこ　の欠陥を認めた場合にかぎり、修理を無償でいたします。3．保証の適用除外つぎに示すような場合は保証期間中であっても有償修理となります。　（1）取扱説明書に示す正しい取扱い操作や間隔・定期点検、保管方法を行なわなかったために生　　　　じた故障　（2）弊社が示す仕様の限度をこえて使用したために生じた故障　（3）弊社が認めていない改造・変更が原因となって生じた故障　（4）弊社のサービス指定工場および弊社が認めたところ以外で修理し、それが原因で生じた故障　（5）弊社の純正部品以外の部晶を使用したために生じた故障　（6）時の経過による変化（塗装面・メッキ面の自然退色、発錆など）　（7）一般的に品質、機能および安全上に全く影響がないと認められる音、振動、オイルのにじみ、　　　外観上の軽微なキズなど　（8）自然災害または事故、過失、不注意による本機の損傷　（9）一般消耗品等で使用上における自然摩耗と認められるもの　（1◎）バッテリー溶接機、エンジンスターターなどに使用されるバッテリー　（1エ）製品が日本国外で使用された場合4．注意事項　（1）本保証書の提示なき場合または記載内容の不備あるいは改訂のある場合は保証しかねる場合　　　があります。　（2）本機の故障に起因するまたは関連するあらゆる損失および費用は保証の範囲から除外させて　　　いただきます。　（3）保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。機種（型式名）：製造番号：お買い上げ日：　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日お名前：即お　客様おところ：〒TEし：ご職業：住所：販　売　店店名：sEL：印新9イワ王業糠武会；社躍広肺安佐駆大隅6指2引鐸欄タイワ保証書品番19701−02006楽“�B昂書鵬温麺難．魯欝螺臨終購ぐ瀞神べ櫻鵬、鯉Cべ《幽思奪離



